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はじめに

日本では、児童虐待相談対応件数が年々増加しており、2022年度
には約21万件1の相談があった。これは5年前の1.6倍の件数である。
また、ここ数年、毎年約50人2の子どもが虐待で亡くなっている。こ
のような現状を改善する方法の1つが里親制度である。日本には、
虐待も含め、様々な事情から実親による養育が困難とされる子ど
もが約4万2千人3存在する。そのうち約75%は児童養護施設などで
暮らしており、残りの約25%は里親などの家庭養育のもとで暮らし
ている4。政府は、社会的養護のもとで育つ子どものうち、里親や
ファミリーホームといった家庭養育のもとで生活する子どもの割合
( 里親等委託率 )を、2029年度までに乳幼児75%以上、学童期以
降50%以上まで高めることを目標としている5。しかし、2021年度の
実績はそれぞれ28.9%と21.7％にとどまっている6。

このような状況を受けて、マッキンゼー・アンド・カンパニー・
ジャパン(以下、マッキンゼー・ジャパン) は2022年から里親養育
を推進する活動を行っている。例えば、同年に報告書「社会で子
どもを育てる7」を、続く2023年に報告書「潜在里親目線での里親
リクルート実現のために8」を公表した。この2つの報告書では、今
後里親になる可能性のある人 (以下、潜在里親 )の体験改善を取り
上げたが、今回の「子どものための家庭養育の実現を目指して: 

1 「令和４年度児童虐待相談対応件数」こども家庭庁、2024年9月
2 「子ども虐待による死亡事例等の検証結果等について( 第20次報告 )」厚生労働省、2024年9月
3 「社会的養育の推進に向けて」こども家庭庁、2024年9月
4 なお、里親のもとで育つ子どもの約半数が、里親に委託される前に虐待を経験している。「児童養護施設入所児童等調査結果」こども家庭庁、2023年2月1日現在、p.11
5 「都道府県社会的養育推進計画の策定要領」こども家庭庁、2024年3月
6 「社会的養育の推進に向けて」こども家庭庁、2024年9月
7 「社会で子どもを育てる デザイン思考を活用した里親養育推進」マッキンゼー・ジャパン、2022年9月 
8 「潜在里親目線での里親リクルート実現のために デザイン思考を活用した里親養育推進」マッキンゼー・ジャパン、2024年3月 
9 「福祉行政報告例」厚生労働省2022年度データより、マッキンゼー・ジャパン分析
10 「社会的養護に関する調査 – 里親委託を中心として – 結果報告書」総務省

デザイン思考を活用した里親支援の課題解決」では、すでに里親
として登録された後の体験改善に焦点を当てている。このような
テーマを設定した理由は、里親の体験を改善することで、里親の
登録数や実際に児童の委託を受ける里親の割合 ( 以下、稼働率 )
の増加、そして養育の質の改善につながると考えたからである。

まず、潜在里親が抱いている、里親としての活動開始後の不安を
解消することで、安心して里親登録を目指せるようになる。また、
里親の稼働率は約30%で年々低下傾向にあるが( 図表1)9、その原
因として「委託に当たっての児童との顔合わせや交流が夜間や休
日にできない」「委託を受けた児童が保育施設に入れない」など
の理由が挙げられている10。そのような里親の困りごとを解決するこ
とにより、里親の稼働率の向上につながる。更に、児童相談所や
里親支援センターなどの機関が支援を充実させることで、里親が
困りごとを抱え込まないようになり、子どもへのケアの質も向上する。

今回の報告書では、里親20名および里親支援の専門家4名へのイ
ンタビューを基に、里親が直面する問題とその解決策を紹介して
いる。この機会に各地域における里親に対する支援体制を再点検
し、支援の更なる充実を図るために、ぜひ本報告書を活用いただ
きたい。
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里親等委託率の2018~22年の推移

McKinsey & Company

1里親稼働率=(児童が委託されている里親世帯数)÷(認定および登録里親世帯数)
資料: ｢福祉行政報告例」2018~22年、厚生労働省

里親等委託率
%

里親＋ファミリーホーム委託児童数
千人

登録里親世帯数
千世帯

里親稼働率1 

%

世帯当り委託児童数
人

ファミリーホーム委託児童数
千人

代替養育必要児童数
千人

20 24 7 8

35 33

12
17

36 29

1.3 1.3

1.5 1.8

2018 2022

 

図表1

目次

里親等委託率の2018~22年の推移

第1章 デザイン思考の考え方を通じた里親目線での施策設計に向けて 3

1.1 家庭養育の目標達成に向けた現状 3

1.2 里親体験の可視化の必要性とデザイン思考の活用 4

第2章 里親目線での課題と解決の方向性 5

2.1 個々の里親タイプと里親ジャーニー 5

2.2 里親ジャーニーから見えた課題 8

2.3 課題解決のために考えられる施策の方向性 10

第3章 里親ジャーニーのあるべき姿の実現に向けて 13

3.1 あるべき里親体験の実現に向けた成功の要諦 13

3.2 里親体験の改善事例 15

むすび 17

コラム: 海外での取り組み事例 17

付録 19

付録1.1 里親に見られる主要な価値観 19

付録1.2 各里親タイプのペルソナの詳細およびジャーニーマップ 20

参考 – 潜在里親タイプと登録後の里親タイプの対応関係 22

ペルソナ別の里親ジャーニー 23

マッキンゼーにおける社会貢献活動 33

21 子どものための家庭養育の実現を目指して 子どものための家庭養育の実現を目指して 

https://www.cfa.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/8aba23f3-abb8-4f95-8202-f0fd487fbe16/5c104d63/20240229_policies_shakaiteki-yougo_86.pdf
https://www.mckinsey.com/jp/~/media/mckinsey/locations/asia/japan/our%20insights/foster%20parent/raising-children-in-the-society-jp.pdf
https://www.mckinsey.com/jp/~/media/mckinsey/locations/asia/japan/our%20insights/to-realize-foster-parent-recruitment-jp.pdf


第1章 デザイン思考の考え方を通じた里親目線での 
施策設計に向けて
1.1 家庭養育の目標達成に向けた現状

里親をはじめとした家庭養育には、子どもの成長と社会全体の
費用の両面で利点があるとみられている。まず、家庭養育は施
設養育と比べて特定の大人と愛着関係を築けるため、子どもの
成長により良い影響があると考えられている。例えば、国連人
権理事会 (UNHRC) の研究で、里親養育は子どもの社交性や行
動の発達に良い影響があることが示されている1。また、国内の
研究でも、施設で育った子どもよりも里親のもとで育った子ども
の方が、社会的養護のケアを離れた後に、自身が「健康であ

1 “The Rights of Vulnerable Children Under the Age of Three - Ending their placement in institutional care” 国際連合人権理事会 (UNHRC) 
2 「令和２年度子ども・子育て支援推進調査研究事業  児童養護施設等への入所措置や里親委託等が 解除された者の実態把握に関する全国調査」三菱 UFJリサーチ＆コンサル

ティング、2021年3月、p.43、47、91
3 “The Rights of Vulnerable Children Under the Age of Three - Ending their placement in institutional care” 国際連合人権理事会 (UNHRC)、p.20 (3.5)
4 ｢ 子どもの家庭養育のコスト構造に関する調査報告書」日本財団、2018年、p.9

る」「家計収支が黒字である」「現在困っていることや不安なこと
はない」と回答する比率が高くなっている2。

また、社会全体の費用については、国連人権理事会の研究によ
り、施設養育における子ども1人当たりの養育経費は里親養育の
3倍、小規模グループホームの2倍であることが明らかになって
いる3。国内の研究でも、東京都の子ども1人当たりの年間予算額
を計算すると、里親委託と比較して、民間児童養護施設は2.61倍、
乳児院は3.74倍であることが示されている4。
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里親世帯数と稼働率の両指標において、自治体間で3~4倍の差がある
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このような理由から、政府は家庭養育優先の原則を定め、里親
等委託率の向上を目指している。里親等委託率を向上させるた
めには、里親登録世帯数を増加させることと、稼働率を増加さ
せる必要がある。これらの指標を検証すると、自治体によって大
きな差があることが分かった。例えば、10万世帯当たりの里親
登録世帯数については、最も多い山梨県では55世帯である一方、
最も少ない大阪府では13世帯であり、約4倍の開きがある。ま
た、稼働率についても、最も高い高知県では51%である一方、
最も低い富山県では16%であり、約3倍の開きがある( 図表2)5。

また、養育の質についても改善の余地がある。総務省の調査に
よると、里親委託の措置変更・解除のうち、里親不調 ( 里親と里
子との関係が悪化し、養育を継続できない状態 )を理由とする割
合は、2015年度は11%であったが、2021年度には16% へと増
加している6。この問題を解決するためには、児童相談所や里親
支援機関の支援を充実させることが重要である。ところが、同
省が里親1,030名に行ったアンケートによると、「連絡が取りづら
いため相談しようと思わない」「里親任せで親身な対応をしてく
れない」「委託開始時に児童の背景情報を十分に知らせてもら
えない」などの声があった7。

里親等委託率や養育の質を改善するためには、里親の体験を改
善する必要がある。里親の体験が改善することで、「里親になり
たい / なれる」「実際に里子を養育したい /できる」と考える人
が増え、里親等委託率が向上することが期待できる。また、里
親とフォスタリング機関がチームを組みつつ子どもの養育を行う
チーム養育8を充実することにより、養育の質を改善できる。

5 福祉行政報告例令和4年度末データより、マッキンゼー・ジャパン分析
6 「社会的養護に関する調査 – 里親委託を中心として – 結果報告書」総務省
7 「里親支援に関するアンケート調査の結果」総務省行政評価局、2024年6月
8 「社会的養育の推進に向けて」こども家庭庁、2024年9月
9 「経営におけるデザインの価値 The business value of design」マッキンゼー・ジャパン、2023年3月  
10 「An Innovation Process: Youth Transitioning out of Foster Care」Danish Design Center  
11 「デジタルサービスに係る行動指針」東京都デジタルサービス局

1.2 里親体験の可視化の必要性とデザイン思考の
活用

里親の体験を改善するためには、まずは里親の目線から体験を
可視化し、分析する必要がある。しかし、里親の体験は人によっ
て大きく異なり、長期にわたり様々な出来事が発生する複雑性
もあるため、これまで可視化されてこなかった。

現状の里親支援施策には2つの課題がある。1つ目は、施策が
里親目線ではなく、自治体などの実施者目線で設計されている
ことである。「施策を通じてどのような気持ちを抱いてほしいか」
という観点が欠けているため、活動意欲を減退させているケー
スがある。2つ目は、里親の体験は個々人によって全く異なると
考えられているために、行動や感情の傾向を基に里親を類型化
する試みはこれまで行われてこなかった。その結果、異なる価
値観を有する里親に対して画一的な施策が提供されているケー
スが多い。

このような課題の解決には、デザイン思考が有効である。デザ
イン思考とは、ユーザーの目線に立ち、より良い仕組みやサー
ビスを考案する手法である9。ビジネスのみならず公共分野でも
頻繁に活用されており、例えばデンマークでは Danish Design 
Centerというデンマーク政府が出資する政策デザイン組織が存
在し、社会的養護を離れて成人するまでの移行期の課題などに
取り組んでいる10。日本国内でも、東京都デジタルサービス局が

「サービスデザインガイドライン」をまとめる11など、活用が広が
りつつある手法である。

本稿では、里親経験者へのインタビューを通じて広く困りごとを
発掘した後、里親のタイプおよび体験を類型化し、困りごとの
解決に有効と思われる一連の施策を紹介している。

図表2
里親世帯数と稼働率の両指標において、自治体間で3~4倍の差がある
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第2章 里親目線での課題と解決の方向性

デザイン思考を活用して、里親稼働率の向上や養育の質の改善
につなげる施策を設計するには、里親目線を把握することが不
可欠である。第2章では、2024年に行った計20名の里親経験者1

と専門家4名への個別インタビュー2から得られた示唆として、里
親タイプおよび体験を類型化する。そして、その分析を踏まえ、
里親としての活動の中止や養育の質の低下につながりかねない
課題を紹介する。また、理想的な体験の設計に向けて、課題解
決の方向性を共有する。

2.1 個々の里親タイプと里親ジャーニー

里親目線で里親体験を評価し、改善するためには、まずは 里親
タイプを把握して、それぞれの困りごとや価値観などを 理解す
ることが重要である。ところが、里親のプロフィールや体験は個
人差が大きいため、これまで類型化が行われず、すべて画一的
に「里親」として扱われていた。そこで、今回のインタビュー調
査を通じて類型化を試みたところ、年齢や性別などのプロフィー
ルではなく、価値観により、里親タイプを「生活基盤の提供者」

「志の高い先導者」「情熱的な保護者」「すべてを受容する擁護
者」「協力的なパートナー」の5つに類型化することができた。そ
れぞれの里親タイプの特徴は以下の通りである。

 – 生活基盤の提供者 : 里子の自主性を尊重しつつ、里親として
の役割を果たしている

 – 志の高い先導者 : 里親制度全体の発展や成功を願っている

 – 情熱的な保護者 : 実親と隔たりない環境を提供したいと考え
ている

 – すべてを受容する擁護者 : 不安定な子どもの気持ちをすべて
受け止めたいと思っている

 – 協力的なパートナー: 主体的な配偶者などの意思を尊重し、
里親を務めている

1 インタビューする里親経験者には、1年以内に始めた里親初心者から10年以上の経験を持つベテランまで、様々な里親経歴の方が含まれるようにした。また、特定の属性への偏
りを避けるため、性別や年齢層の観点からも極力多様性を持たせた

2 里親および専門家へのインタビューは60分から120分程度で実施し、デザイン思考の考え方に基づき、参加者の主体性に委ねて自由に価値観や里親としての体験を回答できる
よう設計した

3 実在するユーザーの綿密な調査に基づき、あるサービスや制度の典型的なユーザー( 今回であれば里親 )として設定された架空の人物モデルを指す。仮名や家族構成など、詳
細なプロフィールの肉付けにより、よりユーザーの感情に共感しやすくなる効果がある。詳細はマッキンゼー・ジャパン2022年「社会で子どもを育てる」を参照されたい

ただし、この里親タイプは、タイプごとの支援ニーズの差異を
明確にするため、あえて象徴的な里親タイプを抽出している。し
たがって、実際の里親はどれか1つのタイプのみに当てはまるわ
けではなく、複数のタイプの性質を併せ持つケースが多い。

これらの里親タイプを類型化するにあたり、里親として取る行動
や抱く感情を大きく左右する主な要素として、以下の5つの価値
観を設定した。

 – 「子どもは社会で育てる」という理念への賛同の度合い

 – 子どもの自主性への配慮の度合い

 – 里親活動の動機が「社会に貢献したい」のか「子どもに貢
献したい」のか

 – 養育に関する情報収集力

 – 子育ての基本方針として「自身の忍耐」と「養育のスキル」
のどちらを重視するのか

これらの里親タイプの視点に立って課題を特定し、適切な施策
の方向性を検討する際には、デザイン思考のツールである「ペ
ルソナ3」を活用した。このペルソナにより、関係者間での共通認
識の形成を図れるとともに、容易に里親に共感できるようになる。

各里親タイプの簡単な人物像および各価値観のパラメーターと
共に図表3にまとめた。なお、価値観の定義は付録1.1を、各里
親タイプのペルソナの詳細およびジャーニーマップ ( 後述 ) につ
いては付録1.2を参照いただきたい。
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里親の行動や思想に影響する価値観指標に基づき、里親を典型的な5つのタイプに
類型化

中高生の養育に専念してお
り、子どもの意見・自主性
を尊重することを重視。自
ら選択を下す機会をできる
だけ多く提供し、彼らの成
長をそっと見守ることに注
力する

子どもが幸せな人生を送る
ことができるよう、子どもと
の対話を通じて彼らのニー
ズを聞き取り、関係機関と
連携の上、ニーズに対して
必要なサポートを提供する

子どもと一緒に家族として
共に成長することに喜びを
感じる。子どもに対し時に
は感情的になりながら、真
正面から向き合うことで、
家族としての絆を強めるこ
とを目指す

子どもに対して愛情を前面
に押し出したコミュニケー
ションを行う。自分の思った
ことを表現し、自己肯定感
を高められるよう、いかな
る時でもおおらかに子ども
に接する

パートナーの「里親になり
たい」という希望をサポー
トすることに誇りを感じる。
パートナーが必要としてい
る支援を感じ取り、家族全
員が生活しやすい環境を整
備する

子どもは
社会で育てる

生活基盤の提供者 志の高い先導者 情熱的な保護者 すべてを受容する擁護者 協力的なパートナー

子どもの自主性
を重んじる

モチベーション

情報収集力

子育て・養育の
基本方針

社会貢献 子どもへの貢献

忍耐 スキル

社会貢献 子どもへの貢献

忍耐 スキル

社会貢献 子どもへの貢献

忍耐 スキル

社会貢献 子どもへの貢献

忍耐 スキル

社会貢献 子どもへの貢献

低 高 低 高 低 高 低 高 低 高

あまり賛同しない 賛同する あまり賛同しない 賛同する あまり賛同しない 賛同する あまり賛同しない 賛同する あまり賛同しない 賛同する

忍耐 スキル

あまり賛同しない 賛同する あまり賛同しない 賛同する あまり賛同しない 賛同する あまり賛同しない 賛同する あまり賛同しない 賛同する

図表3
里親の行動や感情に影響する価値観指標に基づき、里親を典型的な５つのタイプに類型化
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各里親タイプの体験の分析には「ジャーニーマッ プ」を活用し
た。ジャーニーマップとは、時系列に沿い、出来事とユーザー
の行動、ニーズ、感情などを視覚的に図示することにより、ユー
ザーに共感し、課題・施策の特定に活用するためのツールであ
る。この特性から、ジャーニーマップはペルソナごとに大きく異
なる。

今回は、里親体験を時系列に従い、登録から里子の委託を受け
る「準備期間」、委託を受けてから約半年間の「委託初期期間」、
委託初期以降の里親として活動する「里親活動期間」、里親とし
ての体験を積み、自身の体験を発信する「里親制度の啓蒙活
動」、里子の委託解除以降である「里親活動終了」の5つのス
テップに分割し、更にサブステップへと細分化した。なお、この
ステップは現実的には重複したり、順番が前後したりすることも
ある。

例として、「生活基盤の提供者」のジャーニーマップを図表4に
示す。社会貢献の観点からのモチベーションが高く、子どもの
自主性を重んじる価値観を持つこのペルソナは、委託初期期間
において「環境の変化に適応しようと努力している里子から発せ
られる緊張感によりストレスを感じる」といった里子との関係構
築について悩みを抱えることがある。こうしたサブステップごと
の「困りごと」を解消するには何が必要なのかをペルソナの立
場から想像することで、施策の内容を検討する際に有用な視点
を得ることができる。

• 養育を行う上で必要
になる各種手続きに
精通するため、研修に
積極的に参加する

• 家族全員で話し合い、
具体的な役割分担を
話し合う

• 打診を受けた里子
の情報を踏まえ、
どのような生活にな
る可能性があるかを
家族内で話し合う

• 必要に応じて心理や
福祉などの専門家に、
里子が自分たちに
合うと思うかを相談
する

• 事前に児相から聞い
ている里子の生活習
慣や性格が正しいか、
里子と話すことで確認

• 里子の希望なども
踏まえ、一日の生活
リズムのイメージを
家族全員で共有する

• 学校の先生やカウンセ
ラーとも面談の機会を
得て、里子へのサポー
トを求める
• 数週間一緒に暮らして
みて気になった点は
児相やフォスタリング
機関に質問する

• 生活の様子を踏まえ、
里子に対する家庭内
でのルールや期待値
を改めて、夫婦で
共有する

• 夫婦で互いに必要な
サポートなどを定期
的に話し合う

• 生活する中で生まれ
た新しいニーズにつ
いては、里子が主体的
に意思表明するよう
お願いする

• 里子が実親との交流
に前向きであれば、
協力する

• 里子が勉強をしな
かったり、怒って家
を出るなど、潜在的
なリスクが生じても、
極力静観する

• 受験や部活など、里
子が目標に頑張って
きたものについては、
家族全員で応援し
お祝いする

• 潜在的なリスクが
顕在化した場合は、
手遅れになる前に、
早めからレスパイト
や委託解除を検討
する

• 自立が近づいてい
る里子に対しては、
今後の計画を一緒
に策定する

• 夫婦の生活が落ち着
くまで、十分に必要な
時間を確保する

• 自分たちの年齢や
生活スタイルの変化
などを踏まえ、受託
できる里子の特性を
整理する

• 里親会には初委託時
に1度だけ参加したが、
それ以降は他の里親
と交流していない

• 行政機関などから、
里親としての子育て
経験などを共有する
依頼を受けても断る

• 里子から連絡があっ
た場合は、悩み事への
対処方法などを親身
になって一緒に考える

• 自立後数年の間は、ク
リスマスやお正月など
のイベントのタイミン
グで、自宅に招待する

佐藤 亜美さん(生活基盤の提供者)のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

里
親
の
代
表
的
な
行
動

「里子を受け入れる準備
をすることは、夫婦の
生活環境を整えること
にもつながります」

「里子にとって好ましい
物理的な環境を整え
るには相応のコスト
や労力が必要です」

「里子の抱えている課題
を知り、陰ながら自立
を支援したいとの気持
ちを新たにしました」

「家庭内のルールが定ま
ることで、日常生活が
円滑かつ効率的に回る
ようになります」

「子どもが自分で定めた
目標に向かって努力す
る姿を見ることができ
幸せです」「学校や塾などの家庭外

で居場所を作っている
姿を見ると、達成感を
感じます」

「レスパイトにより精神
的に再充電すること
ができます」
「里子の未来への期待
感が生まれました」 「継続的に養育制度に

携わることについて、
喜びと誇りを感じます」

「先生やカウンセラーの
対応の充実度合は、人
によって区々で当たり
外れがあります」

「里子が新しい環境に
慣れるまでの間、今まで
感じたことのない緊張
感を家庭内に感じます」

「里子の生活リズムが、
想像以上に私たちと
ずれており、正直不便
です」

「元々想定していた生活
リズムからは大きくず
れたままの生活が続き、
少しイラつきを感じ
ます」

「突発的なニーズや関係
機関との連携によって、
養育と自分自身のキャ
リアとの両立に悩む
場面もあります」

「どのような子どもが新
たに委託され、夫婦の
生活リズムはどのよう
に変わるのだろう、とい
う漠然とした不安感が
あります」

「小さい子どもを受託し
た里親が多く、自分とは
話がかみ合わないよう
に感じます」

「情報発信するツールや、
その結果どのような
インパクトが出るのか
が分かっていません」

「里子から絶え間なく
連絡が来ると、適切な
距離をどう保つべきか
迷うこともあります」

「児相の情報によると、
里子の年齢・特性が
元々自分たちがイメー
ジ・希望していたものと
は異なり戸惑う気持ち
もあります」

感
情
曲
線
と
里
親
の
代
表
的
な
感
情 

¹

委託前の準備 児相から初委託の
打診を受ける

里子との関係構築 サポート体制の構築 オペレーションの確立 通常運転の養育開始 ライフイベントの経験 外部サポートの利用
検討

委託解除/延長・
新たな里子を受託

周囲の里親への支援 里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

準備期間 里親活動期間 里親制度の啓蒙活動 里親活動終了委託初期期間　～半年程度

1 各サブステップの感情の動きを線で表したもの。上に行くほど相対的に里親としてのポジティブな感情が強くなり、下に行くほどネガティブな感情が強くなっていることを表している

図表4

2.2 里親ジャーニーから見えた課題

ペルソナごとに里親ジャーニーを作成した結果、感情曲線が相
対的に下がっている箇所が見受けられた。これは、里親として
の否定的な感情が強くなっており、里親への身体的・精神的負
担が大きくなっている時期であることを示している。このような
時期には里親自身では解決方法が分からない里親の「困りご
と」が発生していると考えられ、そのような困りごとは里親体験
の質の改善に向けて解決すべき課題といえる。各ペルソナにお
いて、それぞれのステップでどのような感情曲線をたどるのかは
大きく異なるが、多くのペルソナに共通する課題や、一部のペ
ルソナにおいて特に稼働率や養育の質に悪影響を与えかねない
課題を抽出することができた。ここでは、そのうち8つの課題を
紹介する。

課題① 委託前 : 登録前研修や登録後も継続的に勉強しているが、
実際に経験したことがなく長期委託に対する自信がない

里子を委託されたことがない里親の多くは、長期委託について
ハードルが高いと感じている。これは里親自身の養育能力の有
無によるものではなく、実際に経験したことがないため、里子
に対して大きな責任を負うこととなる長期委託への躊躇によるも
のであった。その結果、里子の委託を受けた後の里親体験にお
いても、里子との信頼関係を築く委託初期において、そのよう
な不安から里子との関係を上手く深められないなどの困りごとが
発生していた。

課題② 委託初期 : 里子との適切な関係を構築することが難しい

委託開始から約半年間の委託初期期間は後々の里親・里子の体
験に大きく影響する、環境設定や里子との信頼関係の構築を行
う重要な時期である。一方で、里子の委託措置を受諾する前に
里親に共有される情報は、個人情報保護の観点から限られてい
たり、実子と異なり育休が取れなかったりするなどの点から、里
子とのコミュニケーションにかけられる時間が少ないという現状
がある。このように重要かつ対応が難しい時期にも関わらず、多
くの自治体において、担当者による訪問の他には特別な支援が
ないことについて苦労したという声が聞かれた。

課題③ 委託初期 : 里子が多くの時間を過ごす学校や保育園、 
子育て支援を提供している市町村に対して、里親が主導で連絡 
を取り、何度も同じ説明をする必要がある

基本的に、児童相談所は都道府県が所管する一方、小中学校
や保育園は市町村が所管している。そのため、児童相談所と学
校・保育園との間で里子に関する情報の共有が円滑に行われて
いるケースは少なく、里親が学校と直接連絡を取り合い、里子
に必要な支援を逐一説明する必要がある。また、そもそも学校
などの中に、里親制度を理解し、里親子に対する必要な配慮を
知っている教員や職員が少ない。このように、里親が里子の養
育をほぼ一手に担うことに対し、大きな負担を感じている。

課題④ 委託中 : 児童相談所やフォスタリング機関への相談は精神
的なハードルが高く、どのような悩みでも相談できる相手がいない

支援機関による里親家庭への訪問の頻度は自治体によって異な
るが、インタビューした範囲では、経験が浅い里親であっても
家庭訪問は半年に1回程度に限られていた。そのため、多くの
場合支援機関は、里親が日常の小さな悩みなどを気軽に打ち明
けられる関係になりきれていない。

また、児童相談所やフォスタリング機関のすべての担当者が必
ずしも高い専門性や事前知識を持っているとは限らない。自治
体内の人事異動が数年単位で行われるため、全く異なる部署か
ら担当者が異動してくることも多い。また、児童相談所の有する
権限から、里親が困りごとを率直に相談しにくい現状もある。児
童相談所は里親家庭に委託している子どもの措置解除の決定権
を持っているため、養育の悩みを共有すると委託解除につなが
るのではないかと不安を感じてしまうのである。

佐藤 亜美さん( 生活基盤の提供者 ) のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー
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外れがあります」

「里子が新しい環境に
慣れるまでの間、今まで
感じたことのない緊張
感を家庭内に感じます」
「里子の生活リズムが、

想像以上に私たちと
ずれており、正直不便
です」

「元々想定していた生活
リズムからは大きくず
れたままの生活が続き、
少しイラつきを感じ
ます」

「突発的なニーズや関係
機関との連携によって、
養育と自分自身のキャ
リアとの両立に悩む
場面もあります」

「どのような子どもが新
たに委託され、夫婦の
生活リズムはどのよう
に変わるのだろう、とい
う漠然とした不安感が
あります」

「小さい子どもを受託し
た里親が多く、自分とは
話がかみ合わないよう
に感じます」

「情報発信するツールや、
その結果どのような
インパクトが出るのか
が分かっていません」

「里子から絶え間なく
連絡が来ると、適切な
距離をどう保つべきか
迷うこともあります」

「児相の情報によると、
里子の年齢・特性が
元々自分たちがイメー
ジ・希望していたものと
は異なり戸惑う気持ち
もあります」

感
情
曲
線
と
里
親
の
代
表
的
な
感
情 

¹

委託前の準備児相から初委託の
打診を受ける

里子との関係構築サポート体制の構築オペレーションの確立通常運転の養育開始ライフイベントの経験外部サポートの利用
検討

委託解除/延長・
新たな里子を受託

周囲の里親への支援里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

準備期間里親活動期間里親制度の啓蒙活動里親活動終了 委託初期期間　～半年程度

1 各サブステップの感情の動きを線で表したもの。上に行くほど相対的に里親としてのポジティブな感情が強くなり、下に行くほどネガティブな感情が強くなっていることを表している

「児相の担当者とは年1回の家庭訪問で少し話をするくらい。
施設と里親の役割は全く違うので、この頻度でのやり取
りでは、我々が何に苦労しているか想像するのは難しい
だろう」
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課題⑤ 委託中 : 緊急時の相談やレスパイト・ケアなどの支援の 
使い勝手が悪い

緊急時のサポートはより喫緊の課題となっている。里親家庭で
は、家族の急な病気や事故といった一般的な事態に加え、里子
のトラウマ反応の発現や家庭内外での問題行動など、多岐にわ
たる緊急事態が発生し得る。

しかし、例えば児童相談所などの支援機関の電話対応時間は、
多くの場合、平日の9時から17時に限られている。複数の里親か
ら、現実的に緊急事態が生じるのは里子が学校にいる平日昼間
よりも、平日夜間や休日の方が多いとの声が聞かれており、平
日昼間のみの電話対応は里親にとって不便である。

また、里親の一時的な休息制度であるレスパイト・ケアが里親
目線から使い勝手のよい制度になっていないことも指摘された。
このレスパイト・ケアは、原則として数日前から予約しなければ
使用できなかったり、里子の預け先を里親が自力で見つける必
要があったりするため、里親にとって実用的な制度となってい
ない。

課題⑥ 委託中 : 里親の家庭内で養育についての考えが合わず、 
精神的不安を感じている

里子を養育するにあたっては、里父や里母、その他の家族全体
で養育の役割を担う必要があるが、支援機関とやり取りができ
る時間は、平日日中に限られている。この結果、支援機関と直
接やり取りをしていない家族が、里子の受け入れによる実子へ
の影響を不安に思うことや、委託期間中にパートナーと養育方
針の考え方の違いが生じストレスを感じている状況が見られた。

課題⑦ 里親からの要請による委託解除後 : 里子への罪悪感や 
喪失感を強く感じている

委託解除後の里親が大きな精神的負担を感じているにも関わら
ず、十分な支援が行われていないことが分かった。里子の成人
による自立の場合であっても、子どもの巣立ちに伴い喪失感に
襲われるが、やむを得ず里親側の意向により委託解除したケー
スにおいても大きく精神的に傷ついていることがわかった。委託
解除要請は、肉体的・精神的に疲弊した里親がレスパイト・ケ
アなどを活用し、養育環境の再整備に努めた上で、それでも里
子の養育が難しいと判断した場合に選択される。その後、里子
に対する罪悪感や喪失感といった感情に襲われ、深刻なうつの
症状や燃え尽き症候群などに至る事例が報告されている。とこ
ろが、現在日本では、委託解除後の里親家庭に対する心理的な
支援の仕組みが整備されていない。

課題⑧ 委託解除後 : 公的支援は打ち切られる一方で里親子の 
関係は継続しており、里子への支援の継続性に不安を感じている

家庭養育の終着点の1つとして、委託解除に伴い里子が里親の
元を離れる。公的な里親子への支援はこのタイミングでなくな
るが、里親・里子の人生はその後も続く。多くの里親は、委託
解除後も里子との関係を継続し、折を見て自宅に招くなど「実
家」としての役割を担い続ける。したがって、里子の成人後の
結婚や出産といった節目の行事やトラブルが起こった際も「援助
してあげたい」と感じる里親が多い。しかし、現行の制度では
委託解除後の公的支援はなく、里親は独自に支援を行う必要が
ある。このため、「里子への支援は自分自身の希望であるが、一方
で心身的・金銭的な負担を感じる」という声が上がっている。

2.3 課題解決のために考えられる施策の方向性

里親目線で抽出した前述の8つの課題に対し、専門家と共に取
るべき施策を検討した結果、それぞれ以下の方向性が打ち出さ
れた ( 図表5)。

打ち手① : ショートステイ事業を活用した、新規登録里親への 
養育体験の提供

ショートステイとは、病気や育児疲れなどの理由で保護者による
養育が一時的に困難になった子どもを短期間 ( 最長7日間 ) だけ
施設や里親の下で預かる、市町村所管の制度である。この制度
の運用において、子どもを施設ではなく、特に新規登録の里親
に優先的に預けることにより、将来的な長期委託に向けた短期
間の養育体験、および経験に基づく里親としての自信を醸成す
る機会を提供することができる。

打ち手② : 委託前に里子の情報をきめ細やかに共有

里親が里子のことをあらかじめ理解し、委託初期から良好な関
係を構築できるよう、委託前および委託初期に里親へ適切な情
報を積極的に提供することが肝要で、個人情報保護の範囲内で
提供すべき情報項目を洗い出しておくことが求められる。場合に
よっては秘密保持契約の締結を行うなど、情報の取り扱いに関
する明確なルールを設定した上で、個人情報を共有することも
方法の1つである。

打ち手③ : 新規委託時に、学校、児童相談所、里親など、里子
の関係者で情報共有会議を開催

里子が必要としている支援や配慮が必要な点について、関係者
が一堂に会し共通の理解を形成することにより、里親に説明の
負担が集中することを避けられる。また、会議を通じて各関係
者の役割分担や連携方法を明確にすることで、「チーム養育」
の体制を整えることができる。加えて、定期的なフォローアップ
会議を設定することにより、里子の状況に応じて柔軟に対応策
を見直すことも有効である。

打ち手④ : 先輩里親の相談員としての登用や、養育状況が類似 
した里親による交流機会の提供

心理的なハードルや接点の頻度の低さから、児童相談所やフォ
スタリング機関に打ち明けることができない悩みの相談先として、
実用的な助言を行える先輩里親や、より共感することができる現
役里親との相談機会の提供が里親にとって有益である。これに
より、里親は孤立感を軽減し、具体的な悩みや不安の解消に向
け行動に移すことが可能となる。

打ち手⑤ : 支援機関の巻き込みを含め、緊急対応の24時間化 
および里子の一時預け先候補リストの共有

緊急時に里親が支援を求められる窓口を設けるために、支援機
関が24時間対応を行うことや、連携するNPO 法人などが夜間や
休日の担当を担うことにより、手厚い体制を構築することが可能
となる。加えて、レスパイト・ケアを必要としている里親の負担
を減らすために、子どもを積極的に預かっている里親のリストを
作成・共有したり、代理で預け先への打診を行ったりといった
支援が考えられる。

打ち手⑥ : 家族全員へのカウンセリングの提供や、委託打診に 
対する回答準備期間を長めに設定

里親家庭が一丸となって養育に集中できる環境を構築するため
には、家族全員にカウンセリングを提供したり、家族全員が養
育に対して目線を合わせる時間を確保できるよう、委託措置を
受ける前の検討期間を比較的長めに設定したりすることなどが
考えられる。このように、里親家庭が一致団結して里子の受け
入れ体制を整え、事前に悩みや不安な点などについて話し合っ
ておくことで、里親の養育体験の改善に加えて、里子自身の体
験改善へとつなげることができる。

打ち手⑦ : 委託解除以降も里親へ継続的なカウンセリングを提供

委託解除が行われた里親に対する精神的な支援の第一歩として、
まずは支援機関が支援の必要性を認識し、たとえ里親からの依
頼や連絡がなかった場合でも、定期的な訪問を継続する。里親
の状況によっては、適切なカウンセリングなどの支援を提供する
ことが望ましい。 

打ち手⑧ : ライフイベントごとの金銭的支援

里子の自立後も、結婚や出産などのライフイベントごとに、行
政から金銭的な支援を提供することを検討する余地がある。こ
のような支援により、金銭的な不安だけでなく、継続的に支援
されているという里親の安心感も醸成することができる。

「行政とのやり取りは妻が担当し、自分の元には二次情報
しか届かない。行政に直接質問する機会もなく、常に 
不透明感を持ち養育している。自分だけないがしろに
されているように感じる」

「子どもを手放す決断をしたことに、罪悪感と後悔の念
を抱いている。何年経っても、あの子の夢を見る」

「里子が自立した後は、どのようなトラブルが生じても責任
をかぶる必要はない。でもわざわざ里親をやろうと思う
人は、いくら大変なことがあっても子どもを見捨てるな
んてできない」
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「未委託がずっと続くな
かで、どのようにモチ
ベーションを維持したら
よいのだろう」

「里子にとって好ましい物
理的な環境を整えるに
は相応のコストや労力
が必要です」

「最初から長期委託は不
安なので、まずは短期
から試してみたいです」

「突然の打診にパート
ナーが不安を感じて
いるようですが、私も
初めての経験なので、
自信を持って『大丈夫』
とは言い切れません」

「事前に聞いていなかっ
た里子の特性を見つ
け戸惑う気持ちがあり
ます」

「家庭でも、家庭外の学
校でのサポートでも、私
だけが頑張っています」

「面談や研修は必要だと
思いますが、正直、仕事
もある中、平日に何回
も時間を割くのは大き
な負担です」

「共働きですが、里子を
迎えた直後は休みを
取ってしっかりと関係
構築をしたいです」

「保育所に入れることが
保証されていないので
あ れ ば 、引 き受 ける
ことは難しいです」

「どんな悩みでも相談で
きる相手がほしいで
す」

「里親をする中で実子や
家族が取り残されてし
まうことが心配です」

「実子が里子に対して
嫉妬やマイナスの感情
を 抱 い て おり、この
状態を継続することは、
実子の成長上好ましく
ないのではと懸念して
います」

「児童相談所は時間外
対応しない。トラブル
は朝や夜によく発生
するため、里親だけ
で対応しなければな
らない」

「里子を支えきれず途中
で里親をやめてしまっ
た自分はだめだ」 

「小さい子どもを受託し
た里親が多く、自分と
は話がかみ合わない
ように感じます」

「 制 度 の 改 善 に 貢 献
したいものの、いくら
意見を言ったところで、
ただの文句と捉えられ
てしまうことに いら
立ちを感じます」

「自立後も里子との関係
は 続 けた いで すが、
いつまで里子を支える
ことができるか 不 安
です」

• 未委託里親へのコミュ
ニケーションが不十分

• 委託に向けた準備に
ついての説明や、金銭
的・物理的な支援が
不足

• 研修や自主学習を通
じ知識を深めている
ものの、養育を実際
に経験したことがな
いため自信がない

• 里 子 の 情 報 の 事 前
共有が少なく、良好
な関係を構築するこ
とが難しい

• 学校や保育園、市町
村窓口に対して、里
親 が 主 導で 連 絡を
取り、制度や状況を
説明する必要がある

• 面 談 や 研 修 の 参 加
負担が大きい

• これまでの生活スタ
イル からの 大 き な
変化を緩和する支援
がない

• 児童相談所やフォス
タリング機関への相
談は精神的なハード
ルが高く、どんな悩み
でも相談できる相手
がいない

• 家 庭 内で 養 育 につ
いての考えが合わず
不安を感じる

• 実子と里子の関係が
上手くいかなかった
り、受託がいつまで
続くか不詳なことに
不安を増す

• 緊 急 時 の 相 談 や
レスパイト・ケアなど
の支援の使い勝手
が悪い

• 里子への罪悪や喪失
感を強く感じている
(里親による委託解
除要請後)

• 里 親 の 中で も経 験
が大きく異なるため、
支 援 相 手 の 里 親 の
状況によっては適切
な 支 援 を 提 供で き
ない

• 制度改善の取り組み
の透明性が低く、効
果的・効率的な改善
が行われていない

• 公的支援は打ち切ら
れる一 方で 里 親 子
の 関 係 は 継 続して
おり、里子への支援
の 継 続 性 に不 安を
感じている

• 本文で取り上げた主要課題

• 自治体内でどのよう
な子どもが家庭養育
を必要としているの
か、どのような家庭を
必要としているのか
予め明示

• 未 委 託 の 里 親 間 で
の交流コミュニティや
プラットフォー ム を
提供

• 子ども用家具などの
物理的環境を整える
ための一時金提供や
貸出

• ショートステイ事業
を活用した、新規登
録里親への養育体験
の提供

• カウンセラーを交え
た パ ートナ ーとの
意思疎通機会を創出
するほか、委託打診
から回答期日までの
期間を多めに設ける

• 委託前に里子の情報
をきめ細かに共有

• 新規委託措置時に、
学校や児相、里親な
ど関係者で情報共有
会議を開催

• 平日夜または休日に
面談・研修を開催す
るほか、一部研修を
オンラインでも実施

• 就業している里親が
活動しやすくなる制
度(例: 受託後の育休
や保育所入所加算)

• 先輩里親が里親支援
を担当

• 養育状況が類似した
里 親 間で の 交 流 機
会を提供

• 実 子を含 む 家 族 全
員へのカウンセリン
グを提供

• 支援団体の巻き込
みを含め、緊急対応
の24時間化

• レスパイト・ケアの
利用しやすさの改善

• 委 託 解 除 後も里 親
へカウンセリングを
提供

• 養育状況が類似した
里親間での交流機会
を提供

• 里親当事者の意見を
基にした小さな施策
改善の積み重ねや、
その改善内容の里親
への情報共有

• ライフイベントごと
の金銭的支援

課
　題

里
親
の
感
情

施
策
の
方
向
性

里親ジャーニーから抽出した各ステップの代表的課題・
里親の感情・施策の方向性

準備期間 里親活動期間 里親制度の啓蒙活動 里親活動終了

委託前の準備 里子との関係構築 サポート体制の構築 オペレーションの確立 通常運転の養育開始 ライフイベントの経験 外部サポートの利用
検討

委託解除/延長・
新たな里子を受託

周囲の里親への支援 里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

委託初期期間　～半年程度

児相から初委託の
打診を受ける

図表5
里親ジャーニーから抽出した各ステップの代表的課題・里親の感情・施策の方向性
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1. 里親の困りごとは、養育の質改善に向けた課題解決の機会

困りごとを抱える里親は、「児童相談所などの支援機関は『里親
の困りごとは、里親である以上、里子のために乗り越えるべき』
と考えているのではないか」と感じていることがインタビューか
ら分かった。里親という活動の性質上、困難に直面する場面は
少なくないが、そのすべてを里親自身が耐え忍ぶことのみで乗
り越えるのではなく、できる限り支援機関が解決に貢献すること
で、里親が養育により集中できるようになる。成果までつなげ
た自治体では、「里親の困りごとは、養育の質改善に向けた課
題解決の機会」と捉え、里親の本音を傾聴することで、根本的
な課題を特定しようとする前向きな考え方を持っていた。

2. 里親個人に合った支援を

第2章で述べたとおり、里親の価値観は多様であり、それぞれ必
要とする支援は異なる。しかしながら、支援機関としては、平等
で画一的な支援を提供しがちであることが里親の声から見受け
られた。多くの里親にとって満足度の高い里親体験を実現する
ためには、平等性よりも各里親家庭の状況や価値観に合わせた
支援を提供することが求められる。例えば、養育に困難を抱え
た里親に対して支援機関が行うべき対応やコミュニケーションは、
里親の価値観によって異なる。「すべてを受容する擁護者」など
の苦労を抱え込みがちな里親に対しては、支援機関側からレス
パイトなどの支援の利用を提案し、その際「レスパイトの利用
が結果的に子どものためにもなる」ということを伝えることが有
効である。一方で、「生活基盤の提供者」などのスキルによる
課題解決を志向する里親に対しては、具体的な対処方法のアド
バイスや研修が助けになることが多い。このように、それぞれ
の里親ごとの価値観に寄り添った対応を行うことが効果的である。

1 6つの「D」: Delete( 削除 )、Decline( 却下 )、Delegate( 委任 )、Decrease( 規模縮小 )、Do smarter( 効率化 )、Defer( 延期 ) 
「潜在里親目線での里親リクルート実現のために  デザイン思考を活用した里親養育推進」マッキンゼー・ジャパン、2024年3月、p.11 

3. 養育能力のある里親は育てるもの

里親や自治体の声から、一部の自治体は、もともと十分な養育
能力を備えた里親を探し出すことに重きを置き、事後的に養育
能力を伸ばすことを重視していないことが分かった。成果を上
げている自治体においては、先輩里親による相談やショートステ
イなどを通じた育成により、稼働率の向上や不調の減少に向け
た努力をしている。

これらの実務者の考え方の転換を形にしていくためには、並行
して、人員拡充、能力構築、業務の負荷軽減などを実施するこ
とが後押しになる。里親等委託率を向上させている自治体では、
里親養育推進業務の優先度を高めて定員や予算を拡大したり、
他自治体・海外視察や研修を通じてより効果的・効率的な業務
手法を導入したり、関係機関の間での連携を円滑化して業務負
荷を軽減している。2024年に公表した報告書「潜在里親目線で
の里親リクルート実現のために」において紹介している、陥りが
ちな「できない理由」とそれを乗り越えるための対処法や、生
産性を上げる６つの「D」1を参照し、実務者の考え方を転換いた
だきたい。

第2章では、里親が抱えている課題およびその解決に向けた施
策の方向性について記述した。これらの施策を効果的に策定・
実行するためには、自治体などの実施者目線ではなく、里親目
線に立つ必要がある。第3章では、まず里親体験の改善に必要
な成功の要諦を示し、次に里親体験の改善を目指して里親の目
線から課題と向き合い、成果を生み出している3つの事例を紹介
する。

3.1 あるべき里親体験の実現に向けた成功の要諦

里親体験の改善を成功させるためには、実施者目線から里親目
線への転換が重要である。前例踏襲から脱却し、里親目線に
立って支援方法や日々のコミュニケーションを見直していくこと
が、養育の質や里親等委託率の向上には不可欠である。具体
的には、里親に接する自治体などの担当者の考え方として、特
に3つの点について、以下のような変容が求められることが里親
の声の分析を通じて明らかになった ( 図表6)。
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3.2 里親体験の改善事例

ここでは、前述の成功の要諦を踏まえて、里親の体験改善を実
現した3つの事例を紹介する。真に里親目線に立った施策を遂
行するためには、組織間の連携や個人情報保護についての障壁
を乗り越える必要がある。したがって、施策の内容だけではなく、
その実行過程でいかにして障壁を乗り越えたのかという点につ
いても紹介している。

静岡市での事例 : 養育経験を持つ里親が現役里親に対する相談
員として活動2

「里親が何でも悩みを打ち明けられるようにするためには、どの
ような取り組みが必要か」

静岡市里親家庭支援センターでは、共感力が高く経験豊富な里
親を未委託里親や現役里親に対する相談員として登用し、里親
がどのような悩みでも相談できる環境を整えている。

この取り組み以前は、未委託里親や里子を受託中の現役里親の
小さな悩みを気軽に相談できる体制作りが大きな課題であった。
なぜなら、受託中の里親は、里子の子育てに関する日常の小さ
な疑問や困りごと、家庭内のデリケートな悩みを、その都度支
援機関に相談することに気が引けると感じていたからである。

この心理的なハードルの高さは、児童相談所が多忙であること
に加え、委託解除などの権限を持っているため、里親が胸襟を
開いて児童相談所や支援機関に相談することがはばかられるこ
とに起因する。また、担当者が通常3年程度で異動することから、
過去の経緯を踏まえた助言を行うことが難しいことも影響して
いる。

そこで、静岡市里親家庭支援センターでは、共感力が高く経験
豊富な里親を、未委託里親や現役里親を支援する里親相談員と
して登用した。その際に、2つの工夫を行った。1つ目は、里親
相談員のスキル構築である。同センターでは、相談員向けに、
現役里親の話に耳を傾け、悩みを引き出すための傾聴について
の研修を実施している。2つ目は、里親家庭支援センターや児
童相談所との情報共有の仕組み化である。相談員が、里親から

「家庭内で不和が起きており、里子への影響が心配」「養育に疲
れてしまった」といった慎重に扱うべき相談を受けた時、里子
への悪影響が危惧されるケースなど、センターに必ず報告すべ
き事項をルールブックにて明文化した。これは相談員の負担を
軽減することにも役立っている。

2 静岡市里親家庭支援センターへのインタビュー(2024年9月実施 )
3 「福祉行政報告例」厚生労働省、2022年度
4 大分大学へのインタビュー(2024年9月実施 )

このような工夫の結果、2024年現在、静岡市では11名の相談員
が里親家庭支援センター主催の相談会や里親訪問の担当として
活動している。

この取り組みの成果もあり、静岡市の里親稼働率は2022年度末
時点で40%3であり、全国平均の29%を大幅に上回っている。ま
た、相談員に支えられている現役の里親からは、「自身のこれま
での頑張りを理解・共感してくれる人がいてくれてよかった」「本
音を話すことができて、リセットできた」といった声が聞かれて
おり、見守られているという安心感や養育意欲の向上に大きく貢
献している。

大分県での事例 : 児童相談所主導で、委託準備段階から市町村
の子育て関連部署や保育所、小中学校などの機関を巻き込んだ、
地域密着型の里親子支援体制を構築4

「児童の個人情報保護と関係者・関係機関間の情報連携をどの
ように両立するか」

大分県児童相談所では、児童福祉法に規定する要保護児童対
策地域協議会が取り扱う要支援ケースとして里子を位置づけ、新
規委託が発生する度に、児童相談所が里親応援会議を主催して
いる。その場には、里親に加え、児童相談所、学校、市町村教
育委員会、市町村児童福祉担当などから当該里親子と直接関わ
る機会がある担当者が出席する。会議では、里親制度の概要に
ついての説明に始まり、新規委託となった里親子の委託前後の
状況、懸念点、必要な配慮の共有、更には今後の支援体制の
確認を実施している。また、里子が通う学校が初めて里子を受
け入れる場合、措置費請求などの書類手続きについても説明が
行われる。加えて、約四半期に一度の頻度で市町村などに最新
の里親子の登録情報 ( 里親子の氏名、年齢、住所など) が共有
されている。

これらの取り組みは、市町村の子育て関連部署や保育所、小中
学校からの理解や支援を十分に受けられていないという声が、里
親から上がっていたことから開始された。前述の通り、県と市町
村という異なる組織間の情報共有の難しさから、里親が児童手
当などの手続きのために市町村役場を訪問したり、里子が通う
予定の保育所や小中学校に対して里親自身が里子の状況や必要
な配慮を繰り返し説明したりしなければならなかったため、負担
が大きかった。

この課題の解決策として、児童相談所と市町村の子育て関連部
署や学校、保育所 (以下、市町村など)との間で里親子に関する
情報共有や連携を行えるよう、児童相談所が主体となり、市町
村などを巻き込んで連携体制を構築した。実際に児童相談所か
ら各市町村などへの情報共有を進める上での主な障壁は子ども
の個人情報保護だったが、児童福祉法に規定する要保護児童対
策地域協議会が取り扱う要支援ケースに里子を位置づけること
で、里親子に関する情報共有を可能にした。

この効果として、里親側のコミュニケーションの負担が軽減され
ただけでなく、市町村などの連携も円滑化した。実際に、里親
からも「日常的に接する保育所や学校などが理解してくれている
ことで、里親としての活動がしやすくなり嬉しい」という声が上
がっている。また、大分県の里親稼働率は2022年度末時点で
37%5であり、全国平均の29%を大幅に上回っている。

岐阜県での事例 : 子ども家庭支援センターぎふ「はこぶね」では、
新規里親に長期委託に向けた自信の醸成のためショートステイ
委託の機会を活用6

「里親活動へのモチベーションが高いものの経験の浅さから自信
がない里親をどのように行政は支援できるか」

岐阜県に所在する子ども家庭支援センターぎふ「はこぶね」で
は、新規登録里親がショートステイ7やレスパイト・ケア、一時
保護を通じて子どもを短期間預かることで養育経験を積み、里
親として自信を醸成してもらうことに取り組んでいる。

「はこぶね」では、登録直後の新規里親が抱く長期委託に対す
る不安を和らげたり、里子を受託した際のイメージを共有したり
することが課題であった。自身の養育能力への不安や、パート
ナーや実子などの家族に対する影響への懸念から、いきなり長
期委託を受けることに対して躊躇する傾向が見られていたからで
ある。不安を抱えたまま委託措置を受けたり、実子や家族が里
子に対してどのような反応を示すか、里子が来ることによって家
族の関係性がどのように変化するのかが分からないまま長期委
託を受けたりすることは、里子にとっても里親家庭にとってもリ
スクが高く、不調の危険性もあった。

5 「福祉行政報告例」厚生労働省、2022年度
6 子ども家庭支援センターぎふ「はこぶね」へのインタビュー(2024年9月実施 )
7 2024年現在において里親へのショートステイ委託を行っている自治体は限られている( 朝日新聞による2022年の調査では、調査を行った109自治体 ( 道府県庁所在市、政令指定

都市、中核市、特別区 ) 中30自治体 )

これらの課題に対し、ショートステイとして里親への委託措置を
行うことで、子どもは通常の生活と同じく家庭で過ごすことがで
き、委託措置を受けた里親にとっても短期で養育経験を積むこ
とができる。また、養育における自身の強みと課題に気づくこと
により、自信にもつながることが期待できる。

ショートステイのプロセスでは、まず保護者が市町村に利用を
申請し、市町村から「はこぶね」に連絡があり、その後、保護
者の希望を踏まえて「はこぶね」が施設と里親のどちらに預け
るか、また、どの里親に預けるかを仮決定する。その後、「はこ
ぶね」、里親、保護者、子どもの四者で面接を実施し、最終決
定される。

ショートステイ委託を受けた里親への支援として、LINE や電話、
家庭訪問のほか、必要に応じてチャイルドシートなどの物品の
貸し出しも行っている。緊急事態への対応体制として、24時間
365日対応の「はこぶね」直結の相談窓口を活用できることも安
心材料となっている。

これらの取り組みにより、2023年度に新規登録された里親のう
ち、約8割が1年以内にショートステイなどを通じて子どもの受け
入れを経験した。里親からは短期の受け入れを経て、「私たち
もきちんと子どもの養育ができることが確認でき、長期委託に向
けて自信を持つことができた」「家族とも改めて里親として活動
していくことを再確認できた」といった、養育への前向きな気持
ちの向上を示す声があった。
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今回の報告書では、これまでに発行した報告書である「社会で
子どもを育てる」および「潜在里親目線での里親リクルート実
現のために」と同様にデザイン思考を用いて、里親登録後の体
験改善について焦点を当てた。各自治体や支援機関において、
本稿で取り上げた里親の困りごとの解決や体験改善に向けたア

プローチが明日からでも実践され、「登録里親の稼働率」や「里
親養育の質」の向上へとつながることを願っている。そして、そ
の活動の先にある、一人ひとりの子どもが安心できる家庭、信
頼できる大人のもとで健やかに成長できる社会を実現すること
が、我々大人の責務であると考える。

むすび

実親による養育が困難とされる子どもの
世界全体の人数は、測定方法や定義が各
国・地域によって異なるため、正確には
把握されていないが、少なくとも273万人
の子どもたちが実親から離れて施設で生
活しているとの報告がある1。海外において
も里親体験の改善は必要とされており、海
外の取り組み事例から日本が学べる点が
ある。そこで、海外における里親体験改
善に向けた取り組みを紹介する。

1 “Estimating the number of children in formal alternative care: Challenges and results” UNICEF、2017年
2 2019年時点。(イングランド) Department for Education, “Children looked after in England including adoption”; (ウェールズ) StatsWales より”Children looked after at 31 March 

by local authority, gender and age”および”Children looked after in foster placements at 31 March by local authority and placement type”; (スコットランド) Scottish 
Government, “Children’s social work statistics”; ( 北アイルランド) Department of Health, “Children in care in Northern Ireland”を参照し算出

3 ここでは Looked After Children ( 地方自治体育成委託児童 )を要代替養育児童とした
4 Children and Young Persons Act 2008および The Designated Teacher (Looked After Pupils etc.) (イングランド) Regulations 2009
5 “The Fostering Network helplines” The Fostering Network および “Join the UK’s largest dedicated fostering charity” TACT
6 2022年時点。”Original quantitative research – Rates of out-of-home care among children in Canada: an analysis of national administrative child welfare data” カナダ公衆衛

生庁、2024年
7 “Work from Home!” Alliance Youth Services Inc. 
8 2022年時点。Children’s Bureau, Administration for Children and Families, Department of Health and Human Services, “AFCARS Report” #30
9 “Improving Service Delivery Through Training” Child Welfare League of America (CWLA) 

イギリス( 里親等委託率 73.2%2)における
取り組み

イギリスの里親への支援の大きな特徴の
1つとして、要代替養育児童3のための指
定教師を各学校に配置することを法的に
義務づけていることが挙げられる4。これは、

「里子の学習の支援や平日日中の学校で
のトラブルを、支援機関との連携がなく、
里親だけで対応しなければならない」と
いった里親の課題に対処するものである。
加えて、The Fostering Network や TACT 
Fostering などの里親支援団体やフォスタ
リング機関が独自に24時間体制の受付窓
口を設置5しており、里親が困った時にい
つでも地域や支援団体と協力し合える仕
組みが運用されている。

カナダ ( 里親等委託率 84.3%6)での取り
組み

カナダの中で最大の人口を持つオンタリ
オ州では、フォスタリング機関が里親間で
の感情共有の会や、ピアラーニングの会

合を定期的に開催している7。これは、専
門性が高く周囲の組織や人に相談するこ
とができないという課題に対し、同じ立場
で相談を共有する機会を提供することを
目的としている。また、このような会合に
は複数の臨床心理士も同席し、必要に応
じて個別カウンセリングを行うことで、里
親が抱えているトラブルが悪化する前に適
切な支援を受ける機会も提供している。

米国 ( 里親等委託率 78%8)での取り組み

米国では、社会的養護に関して州ごとに
異なる規制や制度が存在するが、多くの
州でデジタルトレーニングを採用している。
具体的には、全国的な支援団体である

「Child Welfare League of America 
(CWLA)」などにより、里親に必要とされ
る汎用的な知識・スキルに関するデジタ
ルトレーニングを配信するなどの取り組み
が行われている9。これは、時間的な制約
や移動に必要な労力の観点から、里親へ
の負担が大きい対面かつ平日日中の研修
を削減するためである。

コラム: 海外での取り組み事例
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価値観① :  「子どもは社会で育てる」と 
いう理念にどの程度賛同しているか

これは、里親が里子の養育に際して中心
的な役割を担う中で、他の関係者や地域
社会全体が、どの程度の役割を担うべき
と考えているかを示す指標である。賛同
度合いが高い里親は、「里子の健全な成
長を後押しするためには幅広い経験や学
びの場を提供する必要があり、そのため
には家庭だけではなく、児童相談所や学
校などの関係機関との連携が不可欠」と
の考えを持っている。他方で賛同度合い
が低い里親は、里子の養育における家庭
が担う責任・役割を強く意識しており、関
係機関との連携よりも自身が子どもに様々
な成長機会を与えることの優先順位が高
い。「家庭」と「社会」の相対的な位置
づけを端的に示すものであり、養育の中
でどれほど能動的に周囲からの支援を求
めるかを左右する重要な価値観である。

価値観② : 子どもの自主性をどの程度 
重んじるか

これは、どのような里親でも里子の安全
性を担保するために監督・介入すること
が期待されることを前提とした上で、勉強
や課外活動などの安全性には直接関わら
ない事項について、どこまで里子の自主
性に任せるべきと考えているかを示す指
標である。賛同度合いが高い里親は、人
に危害や迷惑をかけない限りにおいては
何をどのようにするかは里子自身の判断
に一任すべきとの考えを持っている。他
方で、賛同度合いが低い里親は、委託を
受けた里子の将来的な自立を後押しする
ためには、里子が自主的に行動を取らな
い場合でも里親が様々な経験を積むきっ
かけを与えるべきと考えている。里親と子
どもの距離感や関係性を端的に示すもの
であり、養育の中で里親が取る行動の種
類と量を左右する重要な価値観である。

価値観③ : 里親活動の動機が「社会に貢
献したい」あるいは「子どもに貢献したい」
という考えのどちらに起因するか

「社会に貢献したい」という動機は、社会
的使命感から家庭養育の機会を得ていな
い子どもたちを減らすために貢献したいと
の理想に基づくものであるのに対し、「子
どもに貢献したい」という動機は、目の
前にいる子どもが幸せを感じられるよう支
援したいという思いやりや共感に基づくも
のである。多くの里親が両方の動機を抱
えているものの、どちらの動機が大きいか
の濃淡をつけることができる。里親が、里
子養育の中で受ける感情と紐づけられる
重要な価値観である。

価値観④ : 養育に関する情報収集力が 
高いか

この価値観は、里子の養育に際して必要
な情報をどれほど能動的に収集する意
識・能力があるかを図る指標である。養
育においては、子どもの特性や発達段階、
心理状況、教育ニーズなどを踏まえ、そ
れぞれの里子に最適なアプローチを検
討・特定するために専門的知識が必要に
なる場合もあるほか、里子のために提供
されている地域のリソースや自立に向け
て提供されている支援 ( 大学進学の奨学
金など)を把握する必要も生じ得る。情報
収集力が相対的に低い里親に向けては、
里親家庭への支援内容を充実させるだけ
ではなく、それを認知する機会および活
用意欲を高めるための仕組み作りが求め
られるなど、里親支援の提供方法を左右
する重要な価値観である。

価値観⑤ : 子育ての基本方針として 
「自身の忍耐」あるいは「養育のスキル」 

のどちらを重視しているか

「自身の忍耐」を重視する里親は、子ども
の試し・問題行動などに接した際、叱ら
ずに耐えながら子どもに寄り添い感情面
での支援を提供することを志向する。そ
れに対して「養育のスキル」を重視する
里親は、養育経験を積む中で自身も親と
して子どもと共に成長していきたいとの思
いから、時として子どもと感情的にぶつか
ることもいとわず、困難を共に乗り越え家
族としての絆を深めたいと考えている。多
くの里親が両方の動機を抱えているもの
の、里親によってどちらの動機が大きい
かの濃淡をつけることができる。困難に
直面した際にどのような行動をとり、また
どのような感情を抱きやすいのかを左右
する重要な価値観である。

付録

付録1.1 里親に見られる主要な価値観 付録1.2 各里親タイプのペルソナの詳細およびジャーニーマップ
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生活基盤の提供者

里親ペルソナ

McKinsey & Company

• 子どもたちへの適切な介入のタイミングを判断することが難しい
• 自主性を尊重しながら見守るには、家庭内努力だけでは難し

いが、関係機関は平日の限られた時間しか稼働していない
• 子どもが大きな問題を起こした時 ( 犯罪など )、それに対処す

ることが億劫
会社員職業

夫(47歳、公務員)、 
実子(17歳の男の子)、 
里子(13歳の男の子)

同居家族

7年里親歴

なし別居家族

800万円世帯年収

神奈川県横浜市居住地

持ち家・一軒家住居タイプ

困っていること

• 子どもたちが自信を持って意見を表明できる環境を整える
• 子どもたちが自ら選択する機会を積極的に提供
• 選択結果に対する責任を持たせることで、子どもたちの自立心

を育む
• 子どものためにも自分の生活・キャリアは犠牲にせず、適度な

距離を保つ

大切にしている
こと

• 自ら設定した人生の目標に向かって、突き進む子どもの姿を
見たい

• 子どもの自主性を重んじて、あえて距離をとって里子に接して
いるが、いつかは心通じ合わせたい

目指すところ

子どもは社会で
育てる あまり賛同しない 賛同する

子どもの自主性を
重んじる あまり賛同しない 賛同する

モチベーション
社会貢献 子どもへの貢献

情報収集力
低 高

子育て・養育の
基本方針 忍耐 スキル

A

「子どもの意見・自主性が一番大事です。
自分で自分の道を切り開いていけるよう、
私たちは陰で見守ることにしています」

佐藤 亜美 (45)
整理整頓が得意で、また美的センスにも溢れる。マーケティング関係の仕事をして
おり、基本在宅勤務をしている。日中は飲食も忘れて仕事に没頭する職人気質。
購読紙で里親制度を知り、里親登録を決めた。仕事の関係で日中世話を見ること
ができないため、中学生以上の委託を希望しており、今の里子で長期委託 3 人目。
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志の高い先導者

里親ペルソナ

McKinsey & Company

• 社会的養育に対する教育関係者の意識や知識レベルは区々
• 子どもの関係者・機関間での情報連携や意思疎通が困難
• 子どものニーズに応じて適切な専門家を確保するのに多大な

労力が必要

職業 陶芸家

同居家族 夫(65歳、退職済)、 
里子(15歳の女の子)

里親歴 15年

別居家族 あり(実子 33歳)

世帯年収 600万円

居住地 京都府京都市

住居タイプ 持ち家・一軒家

困っていること

• 情操教育
• 実子も家族の一員として、里子の受け入れ前の準備や役割分

担に巻き込む
• 子どもたちが何か打ち込めることを見つけられるようサポート
• 自分以外の大人とも関係性を築けるようにする
• 里親間での横連携・コミュニティ構築の促進

大切にしている
こと

• 社会全体で子どもを育てていく雰囲気を醸成し、里子も里親も
生活しやすい世の中を作りたい

• 音楽でもスポーツでも、それぞれの子どもに「人生の生きがい」
を見つけてもらいたい

目指すところ

子どもは社会で
育てる あまり賛同しない 賛同する

子どもの自主性を
重んじる あまり賛同しない 賛同する

モチベーション
社会貢献 子どもへの貢献

情報収集力
低 高

子育て・養育の
基本方針 忍耐 スキル

B

「子どもが豊かな人生を歩むためには、 里親
の力だけでは足りません。『社会全体で子ども
を育てる』という理念のもと、子どものニーズ
に合わせて、周囲を巻き込んでいきたいです」

中村 裕美子 (63)
根っからの楽観主義で、明るく社交的。ご近所づきあいも上手く、周りにたくさんの
知り合い・友人がいる。学生時代から生徒会長を務めるなどリーダーシップも
兼ね備えており、実子の小学校では PTA 会長も歴任した。
児童相談所に勤める友人から話を聞き、里親制度に興味・関心を抱き、実子が
自立したタイミングで登録。最初の里子 ( 委託当時 12 歳の男の子 ) は 18 歳まで
受託。措置解除後も、自身の貯金を費やしながら自立をサポートしてきた。状況が
少し落ち着いた 7 年前からは、8 歳の女の子を長期受託している。

「生活基盤の提供者」は、子どもの自主性
に任せて見守ることを重視しており、受託
中は常に高い緊張感・不安感が存在する
一方、委託満了・解除により達成感を感じ
る。仕事の関係で日中に多くの時間を割く
ことが難しいこともあり、受け入れられる子

どもの年齢や特性はやや限定的であるため、
どの里子を受託するかは慎重に判断を行う。
とはいえ、いくら慎重に判断したとしても、
里子の実際の特性は受託をして初めて判明
することも多く、生活リズムが合わず苦労
することも多い。里子を受け入れた場合の

生活スタイルがどのようなものになるのか
を児童相談所などと里親間でシミュレーショ
ンし、本当に適合するのかを見極めた上で
受託することが重要である。

「志の高い先導者」は、周囲の関係者を巻
き込んでいく中でモチベーションを感じる一
方、家庭内だけでの対応が求められる局面
では孤独や不安を感じる。例えば里親仲間
や教育機関と連携して里子のための環境を

整備するステップである「支援体制の構築」
ではポジティブな感情を得るが、家庭内で
の対応が主になるステップの「準備期間」
ではネガティブな感情が中心になり、脱落
する可能性が高いといえる。ジャーニーを

通じて、「チーム養育」の支援体制が整っ
ており、里親だけで様々な課題を抱え込む
必要はないことを感じ取ってもらう仕組み
が必要である。

里親ペルソナ　A 生活基盤の提供者

里親ペルソナ　B 志の高い先導者

図表7

図表8
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協力的なパートナー

里親ペルソナ

McKinsey & Company

• 行政と妻の間で里子に関してどんな話し合いが行われている
のか不透明

• 実子と里子の相性があまり良いようには思えない
• 平日、育児や里親研修などに時間を割く必要がある
• 里親の集まりに行っても、自分とは少し温度感が違うようにも

感じられる
• 里子が自分に気を遣っている感じが気になるが、何が普通な

のか分からない

職業 会社員

同居家族 妻(44歳、パート)、
実子(8歳の男の子)、
里子(5歳の男の子)

里親歴 2年

別居家族 なし

世帯年収 900万円

居住地 岐阜県岐阜市

住居タイプ 持ち家・一軒家

困っていること

• 家庭内のルーチン・平和を守り、予測可能な環境を保つこと
• 妻の決定に積極的に協力し、時には意見を抑えてまで妻の

方針を支持する
• 妻が里親としての役割を十分に担えるように、自分が実子の

ケアは重点的に担うようにする

大切にしている
こと

• 子どもが心身ともに健康に成長するため、家庭の安定を支える
• 実子には、里子との交流を通じて人として成長してもらいたい

目指すところ

子どもは社会で
育てる あまり賛同しない 賛同する

子どもの自主性を
重んじる あまり賛同しない 賛同する

モチベーション
社会貢献 子どもへの貢献

情報収集力
低 高

子育て・養育の
基本方針 忍耐 スキル

E

「私の家では、妻が子どもたちの成長に
必要な指針をしっかりと示してくれます。
私の役割は、そのサポートを全力で行う
ことです」

大西 誠 (50)
穏やかでマイペースな性格。両親や親戚などを非常に大切にしており、年末年始や
お盆には大家族で過ごすことを楽しみにしている。もともと、子どもは機会があれば
育ててみたいと思っていた。42 歳の時に生まれた実子に対しては非常に子煩悩な
一面も持つ。第 2 子を希望していた妻が里親制度に関心を抱いた時、大きな賛成も
反対もしなかった。実子と違い、里子とはどのように接するのが正しいのか分からず
悩んでいる。

「子どもたちとの日々は、互いに学び合い、
成長する機会です。生涯を通じて家族とし
ての絆を大切にしていきたいです」

鈴木 和志 (47)

print <2025>
<6268WI01_子どものための家庭養育の実現を目指して>
Exhibit <9> of <17>

生活基盤の提供者

里親ペルソナ

McKinsey & Company

• 支援機関の職員が上から話す印象を持っている
• 子どもたちが実親と交流する際に、いつかはお別れしなければな

らないことを実感し悲しい
• 里親家庭というだけで日常生活に制限があるのに納得がいかな

い ( 手術時に児相への連絡が必要など )
• 幼少の子どもを希望していたものの、委託打診は年長の子どもが

中心
• 受託したばかりの 8 歳の子どもが懐いてくれない

職業 会社員

同居家族 妻(50歳、パート)、 
里子(11歳の女の子)、 
里子(8歳の男の子)

里親歴 10年

別居家族 なし

世帯年収 1,000万円

居住地 東京都北区

住居タイプ 賃貸・アパート

困っていること

• 平日夜や週末は必ず家族で過ごし、子どもとの絆を深めること
を重視

• 子どもたちに自信をつけさせるため、「小さな成功体験」を
得られる機会を意識的に設ける

• より良い親になるために自身のスキルアップと勉強に資する
本を読んだり、研修に参加する

大切にしている
こと

• 一緒に様々な経験を積み、家族として支え合いまた成長し合え
るような関係を構築したい

• 親として子どもの様々なライフイベントに参加し、感動を分か
ち合いたい

目指すところ

子どもは社会で
育てる あまり賛同しない 賛同する

子どもの自主性を
重んじる あまり賛同しない 賛同する

モチベーション
社会貢献 子どもへの貢献

情報収集力
低 高

子育て・養育の
基本方針 忍耐 スキル

C

都内の会社で中間管理職を務める。職場では寡黙なタイプだが、正義感が強く周囲
からの信頼も厚い。アウトドアが好きな両親を持ち、幼少期から長期休暇の度に
家族でキャンプをしていた。この記憶から、若いころから自分も子どもをいろいろな
場所へ連れていきたいと思っていた。幼少期の子どもの受託を希望しており、10 年
前に 1 歳の女の子を受託した。今年に入り、2 人目として 8 歳の男の子の受託を開始。
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McKinsey & Company

参考 ‒ 潜在里親タイプと登録後の里親タイプの対応関係

各タイプの潜在里親は、登録後にどのタイプの里親になる傾向があるか
各潜在里親タイプの詳細については、以前の報告書「潜在里親目線での里親リクルート実現のために  デザイン思考を活用した里親養育推進1」参照

• 子どもは社会で育てる
という意識が強い

• 職場などから里親制度
を知っていることが多い

• 自分の家庭に子どもが
すごく欲しい

• 責任感が強い
• 里子を更に傷付けな

いか不安
• 里親制度には好意的

• 時間、お金、世間体で
自信がない

• イメージがわかない
• 里親制度には好意的

• 実子でも里子でもいい
• 欧米的
• 家庭というより居場所

をつくる

中 高 生 の 養 育 に 専 念して
おり、子どもの意見・自主性
を尊重することを重視。自ら
選択を下す機会をできるだけ
多く提 供し、彼らの 成 長 を
そっと見守ることに注力する

子どもが幸せな人生を送る
ことができるよう、子どもとの
対話を通じ彼らのニーズを
聞き取り、関係機関と連携の
上 ニ ー ズ に 対して 必 要 な
サポートを提供する

子どもと一緒に家族として共
に成長することに喜びを感じ
る。子どもに対し時には感情
的になりながら、真正面から
向き合うことで、家族としての
絆を強めることを目指す

子どもに対して愛情を前面に
押し出したコミュニケーショ
ンを行う。自分の思ったことを
表現し、自己肯定感を高めら
れるよう、い か なる 時 で も
おおらかに子どもに接する

パ ートナー の「里 親 に なり
たい」という希望をサポート
することに誇りを感じる。パー
トナーが必要としている支援
を感じ取り、家族全員が生活
しやすい環境を整備する

協力的な 
パートナー

生活基盤の 
提供者

志の高い 
先導者

情熱的な
保護者

すべてを受容
する擁護者

A B C D E

社会貢献
したい

• 里親は第二の人生
• 自分ができなかった

ことを次の世代に託
したい

• もう一度子育てしたい

子供を通して
自己実現

自分には 
責任が重い

家族とは 
居場所

子供がいる 
家庭がほしい

1｢潜在里親目線での里親リクルート実現のために　デザイン思考を活用した里親養育推進」マッキンゼー・ジャパン、2024年3月
https://www.mckinsey.com/jp/~/media/mckinsey/locations/asia/japan/our%20insights/to-realize-foster-parent-recruitment-jp.pdf

自分の生活
が心配

D すべてを受容する擁護者
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里親ペルソナ

McKinsey & Company

• 受託時の情報は限定的で、養育する中で子どもの心理的課題
を発見する

• 精神的なサポートを提供することで、自分自身の気持ちが擦り減る
• レスパイトの利用を通じ、子どもを傷つけてしまった過去が忘

れられない
• 児童相談所やフォスタリング機関の対応は、事務的すぎるよう

に感じる

困っていること

• 子どもたちが安心して感情を表現できる環境を提供するため、
どのような状況でもおおらかに接する

• 発達の個人差を個性と受け止め大切にする
• 子どもたちが前向きに人生を歩めるように、各子どもの興味や

能力に合わせた学習機会を提供する
• 日々の生活の中で、健康的な食事や安全な遊び場を提供する

大切にしている
こと

• 子どもたちの笑顔や幸せそうにしている姿を見たい
• 自分のことを「ママ」と呼ぶなど、子どもたちに家族や家庭の形

を知ってもらいたい

目指すところ

子どもは社会で
育てる あまり賛同しない 賛同する

子どもの自主性を
重んじる あまり賛同しない 賛同する

モチベーション
社会貢献 子どもへの貢献

情報収集力
低 高

子育て・養育の
基本方針 忍耐 スキル

「愛情は家庭の基盤です。子どもたちが 
自己肯定感を高め幸せに生活できるよう、
心を込めて育てています」

田中 美咲 (55)
保育士として働いた経験があり、子どもたちへの揺るぎない愛情を持つ。児童虐待
のニュースを見る度に深く心を痛めており、子どものために何かできないかと里親
登録を決断。実子が生まれる前から短期を中心に受託を開始。実子が小さい間は
受託を断っていたが、幼稚園に入ってからはこれまで 20 年間もの間、計 11 人の子
どもを受託してきた。自分の経験を里親初心者に還元したいと思っている。

里親歴 22年

別居家族 あり(実子 21歳)

世帯年収 700万円

居住地 島根県松江市

住居タイプ 持ち家・アパート

職業 主婦

同居家族 夫(57歳、会社員)、 
里子(12歳の女の子)

「協力的なパートナー」は、委託満了・解
除で大きな達成感を得る一方、新たな里子
を受け入れる際にはパートナーの意見と必
ずしも一致せず、ネガティブな感情を抱く
ことがある。養育生活が想定していたもの
と大きく異なり自身の生活や実子への影響

を感じたり、養育期間がいつまで続くか分
からないといった先行きへの不透明さを感
じたりすると、大きな負担を感じる。仕事
の関係で児童相談所などとのやり取りは
パートナーに一任する一方、どのような話
し合いがなされているのか、話し合いによ

りどのような結論に達したのか、といった
情報共有がなされていないと感じた場合、
不満をため込んで委託解除の希望を表明す
ることがあるため、局面局面の話し合いに
巻き込むことで養育に係る不透明感を減ら
す工夫が求められる。

「情熱的な保護者」は、委託開始直後に子
どもを任されることへの大きな喜びを感じ
る一方、その後周囲の支援を構築するのに
苦戦し、否定的な感情をためてしまう。「里
親家庭」としてくくられた上で、特別な支

援の対象に入れられることなどによって、自
身が理想とする親子関係を否定されたよう
な感情を抱き、反発や葛藤を覚える傾向に
ある。このような気持ちから利用可能な支
援を活用することを躊躇する里親も存在し、

この場合、負担感が限界を超えてしまうこ
とがある。里親の気持ちを考慮した上で、
限界を超える前に支援に頼ろうと思えるよう
な環境整備が求められる。

「すべてを受容する擁護者」は、子どもの成
長・幸せを感じられる成人式などの節目の
行事で大きな達成感を感じる一方、委託満
了・解除のタイミングで燃え尽き症候群に
陥ってしまうことがある。里子を養育する中
でどれほど負担を感じようと、子どもに対す

る愛情から自分がもっと何かしてあげたい
と強く感じ、自ら一時的にでも子どもを手
放すことは選択肢に入れていない。しかし
その後、関係の悪化などからやむを得ず委
託解除に至ってしまった場合、養育の負担
がなくなったとしても、子どもへの罪悪感

や喪失感から大きな精神的な苦痛を感じる。
養育期間だけではなく委託解除後も「里親
不調」のような症状に見舞われることが多
いため、委託解除後も里親に精神的なケア
を提供することが、里親制度への持続的な
関わりを可能にする鍵となる。

里親ペルソナ　E 協力的なパートナー里親ペルソナ　C 情熱的な保護者

参考 – 潜在里親タイプと登録後の里親タイプの対応関係
里親ペルソナ　D すべてを受容する擁護者
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•養育を行う上で必要
になる各種手続きに
精通するため、研修に
積極的に参加する
•家族全員で話し合い、

具体的な役割分担を
話し合う

•打診を受けた里子
の情報を踏まえ、
どのような生活にな
る可能性があるかを
家族内で話し合う
•必要に応じて心理や

福祉などの専門家に、
里子が自分たちに
合うと思うかを相談
する

•事前に児相から聞い
ている里子の生活習
慣や性格が正しいか、
里子と話すことで確認
•里子の希望なども

踏まえ、一日の生活
リズムのイメージを
家族全員で共有する

•学校の先生やカウンセ
ラーとも面談の機会を
得て、里子へのサポー
トを求める
•数週間一緒に暮らして

みて気になった点は
児相やフォスタリング
機関に質問する

•生活の様子を踏まえ、
里子に対する家庭内
でのルールや期待値
を改めて、夫婦で
共有する
•夫婦で互いに必要な

サポートなどを定期
的に話し合う

•生活する中で生まれ
た新しいニーズにつ
いては、里子が主体的
に意思表明するよう
お願いする
•里子が実親との交流

に前向きであれば、
協力する

•里子が勉強をしな
かったり、怒って家
を出るなど、潜在的
なリスクが生じても、
極力静観する
•受験や部活など、里

子が目標に頑張って
きたものについては、
家族全員で応援し
お祝いする

•潜在的なリスクが
顕在化した場合は、
手遅れになる前に、
早めからレスパイト
や委託解除を検討
する
•自立が近づいてい

る里子に対しては、
今後の計画を一緒
に策定する

•夫婦の生活が落ち着
くまで、十分に必要な
時間を確保する
•自分たちの年齢や

生活スタイルの変化
などを踏まえ、受託
できる里子の特性を
整理する

•里親会には初委託時
に1度だけ参加したが、
それ以降は他の里親
と交流していない

•行政機関などから、
里親としての子育て
経験などを共有する
依頼を受けても断る

•里子から連絡があっ
た場合は、悩み事への
対処方法などを親身
になって一緒に考える
•自立後数年の間は、ク
リスマスやお正月など
のイベントのタイミン
グで、自宅に招待する

佐藤 亜美さん(生活基盤の提供者)のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

里
親
の
代
表
的
な
行
動

「里子を受け入れる準備
をすることは、夫婦の
生活環境を整えること
にもつながります」

「里子にとって好ましい
物理的な環境を整え
るには相応のコスト
や労力が必要です」

「里子の抱えている課題
を知り、陰ながら自立
を支援したいとの気持
ちを新たにしました」

「家庭内のルールが定ま
ることで、日常生活が
円滑かつ効率的に回る
ようになります」

「子どもが自分で定めた
目標に向かって努力す
る姿を見ることができ
幸せです」 「学校や塾などの家庭外

で居場所を作っている
姿を見ると、達成感を
感じます」

「レスパイトにより精神
的に再充電すること
ができます」
「里子の未来への期待
感が生まれました」「継続的に養育制度に

携わることについて、
喜びと誇りを感じます」

「先生やカウンセラーの
対応の充実度合は、人
によって区々で当たり
外れがあります」

「里子が新しい環境に
慣れるまでの間、今まで
感じたことのない緊張
感を家庭内に感じます」
「里子の生活リズムが、

想像以上に私たちと
ずれており、正直不便
です」

「元々想定していた生活
リズムからは大きくず
れたままの生活が続き、
少しイラつきを感じ
ます」

「突発的なニーズや関係
機関との連携によって、
養育と自分自身のキャ
リアとの両立に悩む
場面もあります」

「どのような子どもが新
たに委託され、夫婦の
生活リズムはどのよう
に変わるのだろう、とい
う漠然とした不安感が
あります」

「小さい子どもを受託し
た里親が多く、自分とは
話がかみ合わないよう
に感じます」

「情報発信するツールや、
その結果どのような
インパクトが出るのか
が分かっていません」

「里子から絶え間なく
連絡が来ると、適切な
距離をどう保つべきか
迷うこともあります」

「児相の情報によると、
里子の年齢・特性が
元々自分たちがイメー
ジ・希望していたものと
は異なり戸惑う気持ち
もあります」

感
情
曲
線
と
里
親
の
代
表
的
な
感
情 

¹

委託前の準備児相から初委託の
打診を受ける

里子との関係構築サポート体制の構築オペレーションの確立通常運転の養育開始ライフイベントの経験外部サポートの利用
検討

委託解除/延長・
新たな里子を受託

周囲の里親への支援里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

準備期間里親活動期間里親制度の啓蒙活動里親活動終了 委託初期期間　～半年程度

1 各サブステップの感情の動きを線で表したもの。上に行くほど相対的に里親としてのポジティブな感情が強くなり、下に行くほどネガティブな感情が強くなっていることを表している

佐藤 亜美さん( 生活基盤の提供者 ) のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

• 養育を行う上で必要
になる各種手続きに
精通するため、研修に
積極的に参加する

• 家族全員で話し合い、
具体的な役割分担を
話し合う

• 打診を受けた里子
の情報を踏まえ、
どのような生活にな
る可能性があるかを
家族内で話し合う

• 必要に応じて心理や
福祉などの専門家に、
里子が自分たちに
合うと思うかを相談
する

• 事前に児相から聞い
ている里子の生活習
慣や性格が正しいか、
里子と話すことで確認

• 里子の希望なども
踏まえ、一日の生活
リズムのイメージを
家族全員で共有する

• 学校の先生やカウンセ
ラーとも面談の機会を
得て、里子へのサポー
トを求める
• 数週間一緒に暮らして
みて気になった点は
児相やフォスタリング
機関に質問する

• 生活の様子を踏まえ、
里子に対する家庭内
でのルールや期待値
を改めて、夫婦で
共有する

• 夫婦で互いに必要な
サポートなどを定期
的に話し合う

• 生活する中で生まれ
た新しいニーズにつ
いては、里子が主体的
に意思表明するよう
お願いする

• 里子が実親との交流
に前向きであれば、
協力する

• 里子が勉強をしな
かったり、怒って家
を出るなど、潜在的
なリスクが生じても、
極力静観する

• 受験や部活など、里
子が目標に頑張って
きたものについては、
家族全員で応援し
お祝いする

• 潜在的なリスクが
顕在化した場合は、
手遅れになる前に、
早めからレスパイト
や委託解除を検討
する

• 自立が近づいてい
る里子に対しては、
今後の計画を一緒
に策定する

• 夫婦の生活が落ち着
くまで、十分に必要な
時間を確保する

• 自分たちの年齢や
生活スタイルの変化
などを踏まえ、受託
できる里子の特性を
整理する

• 里親会には初委託時
に1度だけ参加したが、
それ以降は他の里親
と交流していない

• 行政機関などから、
里親としての子育て
経験などを共有する
依頼を受けても断る

• 里子から連絡があっ
た場合は、悩み事への
対処方法などを親身
になって一緒に考える

• 自立後数年の間は、ク
リスマスやお正月など
のイベントのタイミン
グで、自宅に招待する

佐藤 亜美さん(生活基盤の提供者)のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

里
親
の
代
表
的
な
行
動

「里子を受け入れる準備
をすることは、夫婦の
生活環境を整えること
にもつながります」

「里子にとって好ましい
物理的な環境を整え
るには相応のコスト
や労力が必要です」

「里子の抱えている課題
を知り、陰ながら自立
を支援したいとの気持
ちを新たにしました」

「家庭内のルールが定ま
ることで、日常生活が
円滑かつ効率的に回る
ようになります」

「子どもが自分で定めた
目標に向かって努力す
る姿を見ることができ
幸せです」「学校や塾などの家庭外

で居場所を作っている
姿を見ると、達成感を
感じます」

「レスパイトにより精神
的に再充電すること
ができます」
「里子の未来への期待
感が生まれました」 「継続的に養育制度に

携わることについて、
喜びと誇りを感じます」

「先生やカウンセラーの
対応の充実度合は、人
によって区々で当たり
外れがあります」

「里子が新しい環境に
慣れるまでの間、今まで
感じたことのない緊張
感を家庭内に感じます」

「里子の生活リズムが、
想像以上に私たちと
ずれており、正直不便
です」

「元々想定していた生活
リズムからは大きくず
れたままの生活が続き、
少しイラつきを感じ
ます」

「突発的なニーズや関係
機関との連携によって、
養育と自分自身のキャ
リアとの両立に悩む
場面もあります」

「どのような子どもが新
たに委託され、夫婦の
生活リズムはどのよう
に変わるのだろう、とい
う漠然とした不安感が
あります」

「小さい子どもを受託し
た里親が多く、自分とは
話がかみ合わないよう
に感じます」

「情報発信するツールや、
その結果どのような
インパクトが出るのか
が分かっていません」

「里子から絶え間なく
連絡が来ると、適切な
距離をどう保つべきか
迷うこともあります」

「児相の情報によると、
里子の年齢・特性が
元々自分たちがイメー
ジ・希望していたものと
は異なり戸惑う気持ち
もあります」

感
情
曲
線
と
里
親
の
代
表
的
な
感
情 

¹

委託前の準備 児相から初委託の
打診を受ける
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委託解除/延長・
新たな里子を受託

周囲の里親への支援 里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

準備期間 里親活動期間 里親制度の啓蒙活動 里親活動終了委託初期期間　～半年程度

1 各サブステップの感情の動きを線で表したもの。上に行くほど相対的に里親としてのポジティブな感情が強くなり、下に行くほどネガティブな感情が強くなっていることを表している
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中村 裕美子さん( 志の高い先導者 ) のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

•受託する子どもの年
齢や特性は指定をし
ない
•必ずしも長期委託は

希望しない
•自身の両親や近所の

友人にも養育への協
力を依頼

•里子の特性について
児相に質問をする
•学校の先生から話を

聞く
•先輩里親からもアドバ

イスを受ける

•会話を通じて、里子の
したいこと・興味のあ
ることを見つける
•必要な心理的サポー
トを理解するため、心
理士などと連携

•里親仲間から情報収
集する中で、里子の性
格や年齢を踏まえて
適当な習い事を見つ
け里子を連れていく
•学校の先生に里子の

特性・留意してもらい
たい点を伝える

•主体的に養育上の役
割分担を決め、パート
ナーに相談する
•夫婦だけでは人手が

足りない場合、両親や
近所の友人にも助け
を求める

•定期的に周囲の関係
者と話す機会を能動
的に設定
•学校や里親会のイベ

ントに参加し、家族と
して付き合う知り合い
を増やす
•実親との交流機会の

創出に務める

•環境が変化したり子
どもの反発があった
場合、特に重点的に
子どもと話す時間を
設け、気持ちを把握
•子どもの様子に懸念

がある場合、心理士や
児相と子どもへの有効
なアプローチを一緒に
模索

•レスパイトの利用を
躊躇し、限界まで自分
の中で抱え込む
•里子がある程度成長

を遂げたように見受
けられる場合、お別れ
の悲しさよりも達成感
を感じる

•子どもが18歳で完全
な自立には至らず、養
育関係は途切れた(手
当はなくなった)もの
の、支援を続ける
•すでに構築したサポー
ト体制をフル活用する

•同じような境遇の家
族同士、分かり合える
ことは多いはずと感じ、
積極的に会合などに
参加
•経験が増えるにつれ、

周囲から里親会で中
心的な役割を担うよ
うに打診され、周りの
里親を助けるために
受諾

•地域の政策提言団体
や社会福祉関係者と
連携し、養育制度の改
善に資する提案を行う
•ブログなどのメディア

を通じて里親制度の
現状と課題を広く訴求

•定期的に連絡をし、必
要な時の相談役とし
ての役割を継続

中村 裕美子さん(志の高い先導者)のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

「書類準備や住居環境を
整えるには多くの時間
が必要です」
「子ども中心の生活に
シフトチェンジすること
を具体的にイメージし、
それを家族と上手く
共有できるか不安です」

「子どもが家庭外で関係
を築いたり、頑張って
いる姿を見ると誇りに
感じます」

「周囲には頼れる人が
何人かいるように感じ
ます」

「社会的に意義深い活動
に貢献することができ
て嬉しいです」

「里子が社会に統合して
いく姿を見て、充実感
を感じます」

「子どもに少しでもポジ
ティブな変化があると
嬉しく感じます」

「自分の経験が周囲の
里親に役立っているの
であれば嬉しいです」

「人から頼りにされる
ことについては、悪い
気はしません」

「税金を払うことができ
る大人に育ったことが
嬉しいです」
「自分の頑張りが認めら
れた気がします」

「事前に聞いていなかっ
た里子の特性を見つけ
戸惑う気持ちがあり
ます」
「実子を育てていた時
よりも、思ったより話し
てもらえず途方に暮れ
ています」

「自分・夫婦の時間が
十分確保できていない
気がします」

「毎日のルーチンを進め
る中で、里子の予想外
な言動に対応するのが
大変です」

「里子が情緒不安定な
時は特に、どのように
声をかけるべきか悩み
ます」

「他の里親に迷惑をかけ
たり、不適格としいう
烙印を押されそうで、
レスパイトの使用は
憚られます」

「手当てがなくなった
ことで、里子の支援を
持ち出しでやらなけれ
ばならないのは、経済
的に苦慮しています」

「制度の改善に貢献した
いものの、いくら意見
を言ったところで、ただ
の文句と捉えられて
しまうことにいら立ち
を感じます」

「自立後も里子のことを
気にかけ続けるのは、
心身両面で相応の負担
もあります」

「行政から事前に与えら
れる情報は不十分に感
じます」
「学校の先生は、里子
とどのように接したら
いいか分からないよう
です」
「行政側の養育チームに
よる体制作りが十分
だったのか懐疑的です」

「新しい機関や人と信頼関係が構築されていく
ことが嬉しいです」
「連携を通じ、『社会で子どもを育てている』ことを
実感します」

里
親
の
代
表
的
な
行
動

感
情
曲
線
と
里
親
の
代
表
的
な
感
情 

¹

委託前の準備里子との関係構築サポート体制の構築オペレーションの確立通常運転の養育開始ライフイベントの経験外部サポートの利用
検討

委託解除/延長・
新たな里子を受託

周囲の里親への支援里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

準備期間里親活動期間里親制度の啓蒙活動里親活動終了 委託初期期間　～半年程度

1 各サブステップの感情の動きを線で表したもの。上に行くほど相対的に里親としてのポジティブな感情が強くなり、下に行くほどネガティブな感情が強くなっていることを表している

児相から初委託の
打診を受ける

• 受託する子どもの年
齢や特性は指定をし
ない

• 必ずしも長期委託は
希望しない

• 自身の両親や近所の
友人にも養育への協
力を依頼

• 里子の特性について
児相に質問をする

• 学校の先生から話を
聞く

• 先輩里親からもアドバ
イスを受ける

• 会話を通じて、里子の
したいこと・興味のあ
ることを見つける

• 必要な心理的サポー
トを理解するため、心
理士などと連携

• 里親仲間から情報収
集する中で、里子の性
格や年齢を踏まえて
適当な習い事を見つ
け里子を連れていく

• 学校の先生に里子の
特性・留意してもらい
たい点を伝える

• 主体的に養育上の役
割分担を決め、パート
ナーに相談する

• 夫婦だけでは人手が
足りない場合、両親や
近所の友人にも助け
を求める

• 定期的に周囲の関係
者と話す機会を能動
的に設定

• 学校や里親会のイベ
ントに参加し、家族と
して付き合う知り合い
を増やす

• 実親との交流機会の
創出に務める

• 環境が変化したり子
どもの反発があった
場合、特に重点的に
子どもと話す時間を
設け、気持ちを把握

• 子どもの様子に懸念
がある場合、心理士や
児相と子どもへの有効
なアプローチを一緒に
模索

• レスパイトの利用を
躊躇し、限界まで自分
の中で抱え込む

• 里子がある程度成長
を遂げたように見受
けられる場合、お別れ
の悲しさよりも達成感
を感じる

• 子どもが18歳で完全
な自立には至らず、養
育関係は途切れた(手
当はなくなった)もの
の、支援を続ける

• すでに構築したサポー
ト体制をフル活用する

• 同じような境遇の家
族同士、分かり合える
ことは多いはずと感じ、
積極的に会合などに
参加

• 経験が増えるにつれ、
周囲から里親会で中
心的な役割を担うよ
うに打診され、周りの
里親を助けるために
受諾

• 地域の政策提言団体
や社会福祉関係者と
連携し、養育制度の改
善に資する提案を行う

• ブログなどのメディア
を通じて里親制度の
現状と課題を広く訴求

• 定期的に連絡をし、必
要な時の相談役とし
ての役割を継続

中村 裕美子さん(志の高い先導者)のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

「書類準備や住居環境を
整えるには多くの時間
が必要です」
「子ども中心の生活に
シフトチェンジすること
を具体的にイメージし、
それを家族と上手く
共有できるか不安です」

「子どもが家庭外で関係
を築いたり、頑張って
いる姿を見ると誇りに
感じます」

「周囲には頼れる人が
何人かいるように感じ
ます」

「社会的に意義深い活動
に貢献することができ
て嬉しいです」

「里子が社会に統合して
いく姿を見て、充実感
を感じます」

「子どもに少しでもポジ
ティブな変化があると
嬉しく感じます」

「自分の経験が周囲の
里親に役立っているの
であれば嬉しいです」

「人から頼りにされる
ことについては、悪い
気はしません」

「税金を払うことができ
る大人に育ったことが
嬉しいです」
「自分の頑張りが認めら
れた気がします」

「事前に聞いていなかっ
た里子の特性を見つけ
戸惑う気持ちがあり
ます」
「実子を育てていた時
よりも、思ったより話し
てもらえず途方に暮れ
ています」

「自分・夫婦の時間が
十分確保できていない
気がします」

「毎日のルーチンを進め
る中で、里子の予想外
な言動に対応するのが
大変です」

「里子が情緒不安定な
時は特に、どのように
声をかけるべきか悩み
ます」

「他の里親に迷惑をかけ
たり、不適格としいう
烙印を押されそうで、
レスパイトの使用は
憚られます」

「手当てがなくなった
ことで、里子の支援を
持ち出しでやらなけれ
ばならないのは、経済
的に苦慮しています」

「制度の改善に貢献した
いものの、いくら意見
を言ったところで、ただ
の文句と捉えられて
しまうことにいら立ち
を感じます」

「自立後も里子のことを
気にかけ続けるのは、
心身両面で相応の負担
もあります」

「行政から事前に与えら
れる情報は不十分に感
じます」
「学校の先生は、里子
とどのように接したら
いいか分からないよう
です」
「行政側の養育チームに
よる体制作りが十分
だったのか懐疑的です」

「新しい機関や人と信頼関係が構築されていく
ことが嬉しいです」
「連携を通じ、『社会で子どもを育てている』ことを
実感します」

里
親
の
代
表
的
な
行
動

感
情
曲
線
と
里
親
の
代
表
的
な
感
情 

¹

委託前の準備 里子との関係構築 サポート体制の構築 オペレーションの確立 通常運転の養育開始 ライフイベントの経験 外部サポートの利用
検討

委託解除/延長・
新たな里子を受託

周囲の里親への支援 里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

準備期間 里親活動期間 里親制度の啓蒙活動 里親活動終了委託初期期間　～半年程度

1 各サブステップの感情の動きを線で表したもの。上に行くほど相対的に里親としてのポジティブな感情が強くなり、下に行くほどネガティブな感情が強くなっていることを表している

児相から初委託の
打診を受ける

2625 子どものための家庭養育の実現を目指して子どものための家庭養育の実現を目指して



図表15

鈴木 和志さん( 情熱的な保護者 ) のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

周囲の里親への支援 委託前の準備里子との関係構築サポート体制の構築オペレーションの確立通常運転の養育開始ライフイベントの経験外部サポートの利用
検討

委託解除/延長・
新たな里子を受託

里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

•一般的な子育ての
本を読み情報収集に
努める
•できるだけ小さい

子どもがいいなどの
希望を、児相担当者
に念を押すように
伝える

•子どもの年齢や特性が
希望に合うかを念入り
に確認し、合わない
場合は受託を見送る
•里親・親になる心構え

について、周囲の経験
者からアドバイスを
受ける

•里子には最初から
心を開いて向き合い、
実家だと思って過ご
してもらうように念押
しする
•家族会議を開いて、

子どものニーズや希望
を抽出する
•日常生活では同じ苗字

を使う

•里子が通う小学校の
保護者会などで知り
合ったパパ友・ママ友
と関係を構築する
•子どもの興味関心を

深めるため、ピアノや
水泳などの習い事に
積極的に通わせる

•夫婦間では明確な
役割分担を敷かず、
敢えてその場その
場でどちらがどのよう
な対応をするかを
考える

•平日もできるだけ朝か
夜は一緒に食事をし
たり、週末は家族全員
で外出するなど、家族
の時間を大事にする
•里子の年齢を踏まえ

必要と思われるスキル
を特定し、できるよう
に教える

•里子の学校のイベント
には夫婦で参加し、
一緒に楽しむ
•里子とのトラブルなど

が生じた場合には、
お互い気持ちをさらけ
出して解決を目指す

•限界を迎えるまでレス
パイトの利用を躊躇
する
•子どもとの別れが辛く、

精神的に立ち直る
までにかなりの時間
を要する

•里子の大学進学が
決まった段階で、家族
全員で今後どのように
関係を維持するのか
議論の上、措置延長を
希望することを決定
する
•里子は2年次まで自宅

から大学に通う

•同じような境遇にある
里親(幼少の里子受
託)と、LINEなどを通じ
て情報共有を定期的
に行う

•自ら何かを発信するこ
ともない他、関係機関
などから送られてくる
里親向けの冊子など
にも目を通さない

•生涯にわたり深い関
係を保つために、夫婦
からも積極的に連絡
を取る
•里子に子どもが生まれ

た場合、その子どもも
孫のように接する

鈴木 和志さん(情熱的な保護者)のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

「本当に自分達が希望
する子どもと縁が持てる
のか不安です」

「先輩里親の話を聞く
中で、親としていろいろ
な経験をしたい気持ち
が増幅しています」

「『いい親』になる準備が
できていると認められ
たようで嬉しいです」

「都度家族全員で問題
に対処することで、家族
の絆が深まるように
感じます」

「何もない日でも一緒
に過ごすことで幸せを
感じます」

「一つの家族として関係
を構築していくことに、
充実感を得ます」

「子どもに頼りにされると
嬉しいです」
「少なくとも大学の生活
に慣れるまでは一緒に
住めることになり一安心
です」

「子育ての方針は家庭
によりけりだと思うので、
直接的に参考になること
はあまりありません」

「養育の方針における
パートナーとのずれを
発見し、戸惑っています」
「児相が頻繁に家庭訪問
に訪れますが、対応す
る時間がありません」

「学校の友達に比べて
発達が遅れている部分
が目立ち、歯がゆい
気持ちです」

「家族のうち一人でも
機嫌が悪くなると全員
に移り、収拾がつかなく
なります」「『親』として失敗の烙印

を押されそうで、レスパ
イトのサポートは利用し
たくないです」
「里子が自立していくこと
で、自分たちとの親子の
絆が消えてしまいそうで
怖いです」

「通常の親子関係とは
異なることを示しつけら
れたようで、心が痛く
寂しい気持ちもあり
ます」

「里親家庭だからといって
何か特別な活動に従事
することは本意ではあり
ません」

「子どもが成長した姿を見続けることで、自分も親として
の役割を果たせことを実感し、人生の満足感が増幅し
ます」
「過去の写真を見返すといい思い出がよみがえって
きます」

「家族でキャンプに行くなどし、自分の家族の理想像
に近づけている気がして嬉しいです」
「子どもの成長の場面に親として立ち会うことは、
至上の喜びです」

「私たちが親としての役割を担うので、里子だから
といって特別な支援などは必要ないです。学校や
ご近所さんに『親』ではなく『里親』と認識されるの
が嫌です」
「子どものニーズや希望に応えたいのですが、なかな
か自分達だけではどうすればいいのか分からずスト
レスです」

里
親
の
代
表
的
な
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動

感
情
曲
線
と
里
親
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的
な
感
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¹

準備期間里親活動期間里親制度の啓蒙活動里親活動終了 委託初期期間　～半年程度

1 各サブステップの感情の動きを線で表したもの。上に行くほど相対的に里親としてのポジティブな感情が強くなり、下に行くほどネガティブな感情が強くなっていることを表している

児相から初委託の
打診を受ける

周囲の里親への支援委託前の準備 里子との関係構築 サポート体制の構築 オペレーションの確立 通常運転の養育開始 ライフイベントの経験 外部サポートの利用
検討

委託解除/延長・
新たな里子を受託

里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

• 一般的な子育ての
本を読み情報収集に
努める

• できるだけ小さい
子どもがいいなどの
希望を、児相担当者
に念を押すように
伝える

• 子どもの年齢や特性が
希望に合うかを念入り
に確認し、合わない
場合は受託を見送る

• 里親・親になる心構え
について、周囲の経験
者からアドバイスを
受ける

• 里子には最初から
心を開いて向き合い、
実家だと思って過ご
してもらうように念押
しする
• 家族会議を開いて、
子どものニーズや希望
を抽出する

• 日常生活では同じ苗字
を使う

• 里子が通う小学校の
保護者会などで知り
合ったパパ友・ママ友
と関係を構築する
• 子どもの興味関心を
深めるため、ピアノや
水泳などの習い事に
積極的に通わせる

• 夫婦間では明確な
役割分担を敷かず、
敢えてその場その
場でどちらがどのよう
な対応をするかを
考える

• 平日もできるだけ朝か
夜は一緒に食事をし
たり、週末は家族全員
で外出するなど、家族
の時間を大事にする

• 里子の年齢を踏まえ
必要と思われるスキル
を特定し、できるよう
に教える

• 里子の学校のイベント
には夫婦で参加し、
一緒に楽しむ

• 里子とのトラブルなど
が生じた場合には、
お互い気持ちをさらけ
出して解決を目指す

• 限界を迎えるまでレス
パイトの利用を躊躇
する

• 子どもとの別れが辛く、
精神的に立ち直る
までにかなりの時間
を要する

• 里子の大学進学が
決まった段階で、家族
全員で今後どのように
関係を維持するのか
議論の上、措置延長を
希望することを決定
する

• 里子は2年次まで自宅
から大学に通う

• 同じような境遇にある
里親(幼少の里子受
託)と、LINEなどを通じ
て情報共有を定期的
に行う

• 自ら何かを発信するこ
ともない他、関係機関
などから送られてくる
里親向けの冊子など
にも目を通さない

• 生涯にわたり深い関
係を保つために、夫婦
からも積極的に連絡
を取る

• 里子に子どもが生まれ
た場合、その子どもも
孫のように接する

鈴木 和志さん(情熱的な保護者)のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

「本当に自分達が希望
する子どもと縁が持てる
のか不安です」

「先輩里親の話を聞く
中で、親としていろいろ
な経験をしたい気持ち
が増幅しています」

「『いい親』になる準備が
できていると認められ
たようで嬉しいです」

「都度家族全員で問題
に対処することで、家族
の絆が深まるように
感じます」

「何もない日でも一緒
に過ごすことで幸せを
感じます」

「一つの家族として関係
を構築していくことに、
充実感を得ます」

「子どもに頼りにされると
嬉しいです」
「少なくとも大学の生活
に慣れるまでは一緒に
住めることになり一安心
です」

「子育ての方針は家庭
によりけりだと思うので、
直接的に参考になること
はあまりありません」

「養育の方針における
パートナーとのずれを
発見し、戸惑っています」
「児相が頻繁に家庭訪問
に訪れますが、対応す
る時間がありません」

「学校の友達に比べて
発達が遅れている部分
が目立ち、歯がゆい
気持ちです」

「家族のうち一人でも
機嫌が悪くなると全員
に移り、収拾がつかなく
なります」 「『親』として失敗の烙印

を押されそうで、レスパ
イトのサポートは利用し
たくないです」
「里子が自立していくこと
で、自分たちとの親子の
絆が消えてしまいそうで
怖いです」

「通常の親子関係とは
異なることを示しつけら
れたようで、心が痛く
寂しい気持ちもあり
ます」

「里親家庭だからといって
何か特別な活動に従事
することは本意ではあり
ません」

「子どもが成長した姿を見続けることで、自分も親として
の役割を果たせことを実感し、人生の満足感が増幅し
ます」
「過去の写真を見返すといい思い出がよみがえって
きます」

「家族でキャンプに行くなどし、自分の家族の理想像
に近づけている気がして嬉しいです」
「子どもの成長の場面に親として立ち会うことは、
至上の喜びです」

「私たちが親としての役割を担うので、里子だから
といって特別な支援などは必要ないです。学校や
ご近所さんに『親』ではなく『里親』と認識されるの
が嫌です」
「子どものニーズや希望に応えたいのですが、なかな
か自分達だけではどうすればいいのか分からずスト
レスです」

里
親
の
代
表
的
な
行
動

感
情
曲
線
と
里
親
の
代
表
的
な
感
情 

¹

準備期間 里親活動期間 里親制度の啓蒙活動 里親活動終了委託初期期間　～半年程度

1 各サブステップの感情の動きを線で表したもの。上に行くほど相対的に里親としてのポジティブな感情が強くなり、下に行くほどネガティブな感情が強くなっていることを表している

児相から初委託の
打診を受ける

2827 子どものための家庭養育の実現を目指して子どものための家庭養育の実現を目指して
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田中 美咲さん( すべてを受容する擁護者 ) のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

•心理的なサポート方
法を勉強するなど、
どのような子を受託し
ても対応できるように、
様々な準備を行う

•委託の打診を受ける
までの待ち時間が長
いことを、児相や先輩
里親に相談
•委託される子どもの

プロフィールを詳細
まで読み込み、里子
が家に来たらどのよ
うに感じるのか想像
を膨らます

•里子に対して安心感
を与えるべく、里子が
少しでも嫌がったら
歯磨きやお風呂など
を無理に強制しない
•抱っこなどのスキン

シップをできるだけ
多く取り、里子に愛情
を感じてもらう

•里子が、自分と同じ
ように愛情をたくさん
注いでくれそうな個
人(親や親戚)と接する
機会を積極的に創出
する
•子どもが希望すれば

地域のスポーツチー
ムなどに連れていく

•子どもが一緒にいて
一番落ち着く大人(こ
の場合は美咲さん)が、
中心的に世話を見る
ことになり負担が偏る
•子どもの状態によっ

て日々何をするか決
めるため、オペレー
ション設定の意義を
感じない

•子どもが日々元気に
過ごしていれば、勉強
などの細かいことに
は干渉しない
•子どもが嫌がったとし

ても、日々の愛情表現
は欠かさずに行う

•子どもから言葉や
身体的な暴力を受けた
としても、耐えて受け
止める
•子どものトラウマや

過去の経験を知るに
つれ、自分にできる
ことを考えるため様々
な研修に参加する

•子どもを傷つけない
よう、レスパイト利用
は検討しない
•代わりに、家族全員で

気分転換のため旅行
などに出かける
•なかなか状況が改善

せず、見かねたパート
ナーが委託解除を
進める

•子どもを救えなかった
と落ち込み、里親登録
の解除を検討する
•新規委託の打診が来

た際に、自身のコン
ディションはまだ回復
しきっていないものの、
子どもへの変わらぬ愛
情から打診の受託を
決める

•家族ぐるみで付き合
える仲間を見つける
ため、積極的に交流
する
•辛い境遇を抱えてい

る里親仲間に対して
は、自身の経験を踏ま
え無理をしすぎない
ように伝える

•行政機関などから、
里親としての子育て
経験などを共有する
依頼を受けた場合、
積極的に参加する

•委託終了後も定期的
に会いたいこと、何か
困ったことがあれば
いつでも相談に乗る
ことを里子に伝える
•自立後に発生する

課題(借金など)にも
親身になって一緒に
取り組む

田中 美咲さん(すべてを受容する擁護者)のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

「正しい情報を取得する
ためには多大な労力が
かかるため疲弊してい
る部分もあります」

「入念に準備をすることで、
どんな子どもも受け入
れられるという自信が生
まれます」

「少しでも子どもに貢献
できると思うと、胸が
高鳴ります」

「他人に迷惑をかけなけ
ればよい、と子どもに
対する期待値が大きく
下がり、少し気楽になり
ました」

「子どものことは家庭内
で全面的に支えようと
腹をくくりました」

「小児科の先生から、子ど
もの行動は特性によるも
ので私のせいではない、
と聞いて心が軽くなりま
した」 「一瞬でも子どもの笑顔

が見られることで、得難
い幸せを感じます」

「前の里子が教えてくれ
たことを踏まえ、今回は
より上手く子どもに寄り
添いたいと思いを新た
にしました」

「子どもはいつまでも自
分の子どもなので、何か
困ったことがあれば支え
てあげたいです」

「実子には通用した関係
構築の方法が受け入れ
られず、戸惑う気持ちが
隠せません」

「自分と同じように子ども
に愛情を注いでくれる
人がなかなか見つから
ず、周囲に助けを求める
気持ちが失われていき
ます」

「子どもが夫にはなかな
か慣れてくれず、自分が
常にいなければという
気持ちになります」

「子どもの試し行動が
目立つようになり、常に
疲れています」

「レスパイトと委託解除を
選択したことで、子どもに
とんでもない心の傷を
負わせてしまったと、自戒
の念でいっぱいです」
「もう子どもと会うことが
できないと考えるだけ
で深い喪失感に襲われ
ます」

「相対する児相の職員は
経験が浅く、自分の話に
どこまで共感してもらえ
ているのか不安です」

「心身的・金銭的負担が
大きく、ずっとこのまま
続けられるのか不安
です」

「自分の経験を基に少し
でも救われる里親子が
いるのであれば嬉しい
です。辛い時は支え合い
たいです」

里
親
の
代
表
的
な
行
動

感
情
曲
線
と
里
親
の
代
表
的
な
感
情 

¹

委託前の準備里子との関係構築サポート体制の構築オペレーションの確立通常運転の養育開始ライフイベントの経験外部サポートの利用
検討

委託解除/延長・
新たな里子を受託

周囲の里親への支援里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

準備期間里親活動期間里親制度の啓蒙活動里親活動終了 委託初期期間　～半年程度

1 各サブステップの感情の動きを線で表したもの。上に行くほど相対的に里親としてのポジティブな感情が強くなり、下に行くほどネガティブな感情が強くなっていることを表している

児相から初委託の
打診を受ける

• 心理的なサポート方
法を勉強するなど、
どのような子を受託し
ても対応できるように、
様々な準備を行う

• 委託の打診を受ける
までの待ち時間が長
いことを、児相や先輩
里親に相談

• 委託される子どもの
プロフィールを詳細
まで読み込み、里子
が家に来たらどのよ
うに感じるのか想像
を膨らます

• 里子に対して安心感
を与えるべく、里子が
少しでも嫌がったら
歯磨きやお風呂など
を無理に強制しない

• 抱っこなどのスキン
シップをできるだけ
多く取り、里子に愛情
を感じてもらう

• 里子が、自分と同じ
ように愛情をたくさん
注いでくれそうな個
人(親や親戚)と接する
機会を積極的に創出
する

• 子どもが希望すれば
地域のスポーツチー
ムなどに連れていく

• 子どもが一緒にいて
一番落ち着く大人(こ
の場合は美咲さん)が、
中心的に世話を見る
ことになり負担が偏る
• 子どもの状態によっ
て日々何をするか決
めるため、オペレー
ション設定の意義を
感じない

• 子どもが日々元気に
過ごしていれば、勉強
などの細かいことに
は干渉しない

• 子どもが嫌がったとし
ても、日々の愛情表現
は欠かさずに行う

• 子どもから言葉や
身体的な暴力を受けた
としても、耐えて受け
止める

• 子どものトラウマや
過去の経験を知るに
つれ、自分にできる
ことを考えるため様々
な研修に参加する

• 子どもを傷つけない
よう、レスパイト利用
は検討しない

• 代わりに、家族全員で
気分転換のため旅行
などに出かける

• なかなか状況が改善
せず、見かねたパート
ナーが委託解除を
進める

• 子どもを救えなかった
と落ち込み、里親登録
の解除を検討する

• 新規委託の打診が来
た際に、自身のコン
ディションはまだ回復
しきっていないものの、
子どもへの変わらぬ愛
情から打診の受託を
決める

• 家族ぐるみで付き合
える仲間を見つける
ため、積極的に交流
する

• 辛い境遇を抱えてい
る里親仲間に対して
は、自身の経験を踏ま
え無理をしすぎない
ように伝える

• 行政機関などから、
里親としての子育て
経験などを共有する
依頼を受けた場合、
積極的に参加する

• 委託終了後も定期的
に会いたいこと、何か
困ったことがあれば
いつでも相談に乗る
ことを里子に伝える
• 自立後に発生する
課題(借金など)にも
親身になって一緒に
取り組む

田中 美咲さん(すべてを受容する擁護者)のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

「正しい情報を取得する
ためには多大な労力が
かかるため疲弊してい
る部分もあります」

「入念に準備をすることで、
どんな子どもも受け入
れられるという自信が生
まれます」

「少しでも子どもに貢献
できると思うと、胸が
高鳴ります」

「他人に迷惑をかけなけ
ればよい、と子どもに
対する期待値が大きく
下がり、少し気楽になり
ました」

「子どものことは家庭内
で全面的に支えようと
腹をくくりました」

「小児科の先生から、子ど
もの行動は特性によるも
ので私のせいではない、
と聞いて心が軽くなりま
した」「一瞬でも子どもの笑顔

が見られることで、得難
い幸せを感じます」

「前の里子が教えてくれ
たことを踏まえ、今回は
より上手く子どもに寄り
添いたいと思いを新た
にしました」

「子どもはいつまでも自
分の子どもなので、何か
困ったことがあれば支え
てあげたいです」

「実子には通用した関係
構築の方法が受け入れ
られず、戸惑う気持ちが
隠せません」

「自分と同じように子ども
に愛情を注いでくれる
人がなかなか見つから
ず、周囲に助けを求める
気持ちが失われていき
ます」

「子どもが夫にはなかな
か慣れてくれず、自分が
常にいなければという
気持ちになります」

「子どもの試し行動が
目立つようになり、常に
疲れています」

「レスパイトと委託解除を
選択したことで、子どもに
とんでもない心の傷を
負わせてしまったと、自戒
の念でいっぱいです」
「もう子どもと会うことが
できないと考えるだけ
で深い喪失感に襲われ
ます」

「相対する児相の職員は
経験が浅く、自分の話に
どこまで共感してもらえ
ているのか不安です」

「心身的・金銭的負担が
大きく、ずっとこのまま
続けられるのか不安
です」

「自分の経験を基に少し
でも救われる里親子が
いるのであれば嬉しい
です。辛い時は支え合い
たいです」

里
親
の
代
表
的
な
行
動

感
情
曲
線
と
里
親
の
代
表
的
な
感
情 

¹

委託前の準備 里子との関係構築 サポート体制の構築 オペレーションの確立 通常運転の養育開始 ライフイベントの経験 外部サポートの利用
検討

委託解除/延長・
新たな里子を受託

周囲の里親への支援 里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

準備期間 里親活動期間 里親制度の啓蒙活動 里親活動終了委託初期期間　～半年程度

1 各サブステップの感情の動きを線で表したもの。上に行くほど相対的に里親としてのポジティブな感情が強くなり、下に行くほどネガティブな感情が強くなっていることを表している

児相から初委託の
打診を受ける

3029 子どものための家庭養育の実現を目指して子どものための家庭養育の実現を目指して
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大西 誠さん( 協力的なパートナー) のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

•パートナーが研修や先
輩里親に話を聞きに
行く時に同伴し、家庭
環境の整備を手伝う
•パートナーからすす

められた資料や書籍
に目を通す

•実子と合いそうな里子
のみを受託したいが、
パートナーの意見も
あり、自分では希望し
ない子どもを受託する
ことになる
•自分のできるサポー
トをある程度明確に
パートナーに伝える

•パートナーが教えてく
れる里子の特性など
を考慮して、より良い
養育環境を作れる
よう様々配慮する
•実子が里子と関係を

構築するのをサポー
トする

•主体的にパートナーに
他にサポートをお願い
できる人たちがいない
か、探すことはできな
いかを相談する

•準備期間中に伝えた
サポートできる範疇
で、日々の自分の関わ
りを決める
•パートナーの突然の

予定変更などには、
ある程度柔軟に対応
する
•長期休暇に家族だけ

で過ごす方法を模索
する

•パートナーをサポート
する役割に徹するべく、
保育園の先生などの
第三者とは直接的に
は接しない
•実子と里子と3人で

遊んだりお風呂に入る

•実子と里子の関係が
上手くいかなかったり、
受託がいつまで続く
か不詳なことに不安
を増す
•できるだけサポートし

たいと思うが、自分の
気持ちに限界を感じ、
パートナーに委託解
除を働きかける

•パートナーにストレス
が溜まっている時、自
分もストレスを感じる
•夫婦間で十分にコミュ

ニケーションを取らな
いまま、児相との面会
の場で委託解除を希
望する旨を示唆する

•最初の受託で貯めた
ストレスを踏まえ、再
受託には慎重な姿勢
を崩さない
•パートナーの希望で

再受託を決めるが、
明確に期限を決める
こと、自分のできる
サポートは限定的で
あることを念押しする

•基本的には関係性を
持たない前提でいる
•他方、パートナーや実

子が里子とよい関係
性を持っている場合
は、彼らが会うことを
否定しない

大西 誠さん(協力的なパートナー)のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

「正直、仕事もある中、平
日に何回も研修を受け
に行くのは小さくない負
担です」

「新しい家族を迎えること
で、実子にもいい影響が
あるのではと期待して
います」

「妻は前向きですが、自分
はあまりに急な話で
戸惑う気持ちもあり
ます」

「実子が里子に対して
嫉妬やマイナスの感情
を抱いており、この状態
を継続することは、実子
の成長上好ましくないの
ではと懸念しています」

「里子のいる生活に実
子も自分も慣れてきて
おり、やや気が楽にな
ります」

「妻が学校の先生や児相
の職員と連携しているの
を見て、周囲にサポート
体制があることに安心
感を覚えます」

「しばらくは家族3人で過
ごしたかったという気持
ちが大きく、心の整理が
できていません」

「里子は自分に全く懐い
てくれず、家に自分の
居場所が見当たりま
せん」

「自分は直接話をしていな
いので、いつまで子ども
を受託するのかなど不透
明で落ち着きません」

「局面局面では自分一人
で里子の面倒を見なけ
ればならず、非常に不安
です」

「里子に対しては後ろめ
たい気持ちはあります
が、委託当初からは成長
した姿を見て里親として
の達成感があります」

「直接周囲の関係者と
話したことはないので、
周囲から更にどのような
サポートが欲しいかな
んて、あまり考えたことが
ありません」

「子どもの時にそれ程関
係性を構築できたわけ
ではないので、会っても
何を話せばいいのか
分かりません」

「子育てに対する温度感
が自分とは異なり、あまり
参考になりません」

里
親
の
代
表
的
な
行
動

1 各サブステップの感情の動きを線で表したもの。上に行くほど相対的に里親としてのポジティブな感情が強くなり、下に行くほどネガティブな感情が強くなっていることを表している

感
情
曲
線
と
里
親
の
代
表
的
な
感
情 

¹

委託前の準備里子との関係構築サポート体制の構築オペレーションの確立通常運転の養育開始ライフイベントの経験外部サポートの利用
検討

委託解除/延長・
新たな里子を受託

周囲の里親への支援里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

•パートナーが主体的に活動。家族全員で参加
するイベントには実子も連れていく

準備期間里親活動期間里親制度の啓蒙活動里親活動終了 委託初期期間　～半年程度

児相から初委託の
打診を受ける

• パートナーが研修や先
輩里親に話を聞きに
行く時に同伴し、家庭
環境の整備を手伝う

• パートナーからすす
められた資料や書籍
に目を通す

• 実子と合いそうな里子
のみを受託したいが、
パートナーの意見も
あり、自分では希望し
ない子どもを受託する
ことになる
• 自分のできるサポー
トをある程度明確に
パートナーに伝える

• パートナーが教えてく
れる里子の特性など
を考慮して、より良い
養育環境を作れる
よう様々配慮する

• 実子が里子と関係を
構築するのをサポー
トする

• 主体的にパートナーに
他にサポートをお願い
できる人たちがいない
か、探すことはできな
いかを相談する

• 準備期間中に伝えた
サポートできる範疇
で、日々の自分の関わ
りを決める
• パートナーの突然の
予定変更などには、
ある程度柔軟に対応
する

• 長期休暇に家族だけ
で過ごす方法を模索
する

• パートナーをサポート
する役割に徹するべく、
保育園の先生などの
第三者とは直接的に
は接しない

• 実子と里子と3人で
遊んだりお風呂に入る

• 実子と里子の関係が
上手くいかなかったり、
受託がいつまで続く
か不詳なことに不安
を増す

• できるだけサポートし
たいと思うが、自分の
気持ちに限界を感じ、
パートナーに委託解
除を働きかける

• パートナーにストレス
が溜まっている時、自
分もストレスを感じる

• 夫婦間で十分にコミュ
ニケーションを取らな
いまま、児相との面会
の場で委託解除を希
望する旨を示唆する

• 最初の受託で貯めた
ストレスを踏まえ、再
受託には慎重な姿勢
を崩さない

• パートナーの希望で
再受託を決めるが、
明確に期限を決める
こと、自分のできる
サポートは限定的で
あることを念押しする

• 基本的には関係性を
持たない前提でいる

• 他方、パートナーや実
子が里子とよい関係
性を持っている場合
は、彼らが会うことを
否定しない

大西 誠さん(協力的なパートナー)のジャーニーマップ
ペルソナ別の里親ジャーニー

「正直、仕事もある中、平
日に何回も研修を受け
に行くのは小さくない負
担です」

「新しい家族を迎えること
で、実子にもいい影響が
あるのではと期待して
います」

「妻は前向きですが、自分
はあまりに急な話で
戸惑う気持ちもあり
ます」

「実子が里子に対して
嫉妬やマイナスの感情
を抱いており、この状態
を継続することは、実子
の成長上好ましくないの
ではと懸念しています」

「里子のいる生活に実
子も自分も慣れてきて
おり、やや気が楽にな
ります」

「妻が学校の先生や児相
の職員と連携しているの
を見て、周囲にサポート
体制があることに安心
感を覚えます」

「しばらくは家族3人で過
ごしたかったという気持
ちが大きく、心の整理が
できていません」

「里子は自分に全く懐い
てくれず、家に自分の
居場所が見当たりま
せん」

「自分は直接話をしていな
いので、いつまで子ども
を受託するのかなど不透
明で落ち着きません」

「局面局面では自分一人
で里子の面倒を見なけ
ればならず、非常に不安
です」

「里子に対しては後ろめ
たい気持ちはあります
が、委託当初からは成長
した姿を見て里親として
の達成感があります」

「直接周囲の関係者と
話したことはないので、
周囲から更にどのような
サポートが欲しいかな
んて、あまり考えたことが
ありません」

「子どもの時にそれ程関
係性を構築できたわけ
ではないので、会っても
何を話せばいいのか
分かりません」

「子育てに対する温度感
が自分とは異なり、あまり
参考になりません」
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1 各サブステップの感情の動きを線で表したもの。上に行くほど相対的に里親としてのポジティブな感情が強くなり、下に行くほどネガティブな感情が強くなっていることを表している
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委託前の準備 里子との関係構築 サポート体制の構築 オペレーションの確立 通常運転の養育開始 ライフイベントの経験 外部サポートの利用
検討

委託解除/延長・
新たな里子を受託

周囲の里親への支援 里親制度の
あるべき姿の発信

里子との関係の継続

• パートナーが主体的に活動。家族全員で参加
するイベントには実子も連れていく

準備期間 里親活動期間 里親制度の啓蒙活動 里親活動終了委託初期期間　～半年程度

児相から初委託の
打診を受ける
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マッキンゼーは「To help create positive, enduring change in 
the world( 世界に創造的かつ持続的な変化を生み出す後押しを
する)」をパーパスとし、クライアント企業、ひいては社会にとっ
ての包括的な成果の実現を目指して活動を推進している。この
包括的な成果の中には、社会および環境への効果も含まれてお
り、マッキンゼーは1954年より社会的責任 (CSR) 活動に従事して
いる。これまで600以上の団体に対し、222,000時間以上のプロ
ボノ・プロジェクトや、社内活動を通じて貢献を果たしてきた。
今後も社会および環境への貢献を継続するため、マッキンゼー

はCSR 活動において、2030年までに世界全体で20億ドル相当の
支援を提供することを約束している。

マッキンゼー・ジャパンでも、本プロジェクトを日本での社会貢
献活動の一環として実施している。本報告書の調査は、他のマッ
キンゼーの調査と同様に、我々の見解を反映して独自に実施し
たものであり、いかなる政府、他機関、企業、団体からの委託
を受けたものではない。

本報告書の執筆にあたっては、日本財団の高橋 恵里子氏を始めとする各位、家庭養育支援機構の上鹿渡 和宏氏を始めとする各位、
静岡市里親家庭支援センター、大分県、児童家庭支援センターぎふ「はこぶね」、栃木フォスタリングセンターの各位、マッキンゼー
関西オフィスの中薗 由美、髙橋 佐知より多大なる協力を得た。執筆者一同より、ここに感謝の意を表する。

執筆者は全員、マッキンゼー東京オフィス所属で、住川 武人はシニアパートナー、反田 篤志はパートナー、越智 円香はシニア・
デザイン・エキスパート、塩川 徳也、渡丸 慶、中山 蒼はアソシエイト、池畑 有咲、曽我 祐樹、宮原 季里子はビジネス・アナリ
ストである。

マッキンゼーにおける社会貢献活動
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Copyright © McKinsey & Company 
Designed by Visuial Graphics Team Japan

www.mckinsey.com

 @McKinsey 
 @McKinsey 
 https://www.linkedin.com/company/mckinsey/

33 子どものための家庭養育の実現を目指して 

http://www.mckinsey.com
https://x.com/mckinsey
https://www.facebook.com/McKinsey
https://www.linkedin.com/company/mckinsey/

